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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　立体的に知覚される映像の視聴を補助するための補助動作を実行する眼鏡装置を制御す
る制御装置であって、
　前記映像のフレーム画像の表示周波数に関する第１周波数情報を取得する第１取得部と
、
　前記映像が視聴される環境内で周期的に変動する環境因子に関する第２周波数情報を取
得する第２取得部と、
　前記第１周波数情報と前記第２周波数情報とに基づき、前記フレーム画像の表示と前記
環境因子の周期的な変動とに前記眼鏡装置の前記補助動作を適合させるための基準信号を
生成する生成部と、を備えることを特徴とする制御装置。
【請求項２】
　前記第２周波数情報は、前記映像が視聴される空間を照明する照明光源の明滅周波数に
関する情報を含むことを特徴とする請求項１に記載の制御装置。
【請求項３】
　前記基準信号を送信する送信部を更に備え、
　該送信部は、前記フレーム画像の表示周期及び前記照明光源の明滅周期よりも長い送信
周期で前記基準信号を送信し、
　前記生成部は、前記映像を視聴する視聴者に知覚される前記照明光源の照度の変動を低
減させるように前記眼鏡装置に前記補助動作を実行させる制御信号を生成し、
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　前記送信部は、前記基準信号の前記送信周期内に、前記制御信号を送信することを特徴
とする請求項２に記載の制御装置。
【請求項４】
　前記基準信号の前記送信周期は、前記フレーム画像の前記表示周期と前記照明光源の前
記明滅周期との公倍数に相当する長さであることを特徴とする請求項３に記載の制御装置
。
【請求項５】
　前記基準信号の前記送信周期は、前記フレーム画像の前記表示周期と前記照明光源の前
記明滅周期との最小公倍数に相当する長さであることを特徴とする請求項４に記載の制御
装置。
【請求項６】
　前記基準信号は、前記視聴者の左眼への透過光量を増大させるための第１コマンド情報
、前記左眼への前記透過光量を低減させるための第２コマンド情報、前記視聴者の右眼へ
の透過光量を増大させるための第３コマンド情報及び前記右眼への前記透過光量を低減さ
せるための第４コマンド情報のうち少なくとも１つのコマンド情報を含むことを特徴とす
る請求項３乃至５のいずれか１項に記載の制御装置。
【請求項７】
　前記基準信号の前記送信周期は、第１送信周期と、該第１送信周期に後続する第２送信
周期と、を含み、
　前記生成部は、前記視聴者の左眼への透過光量を増大させるための第１コマンド情報、
前記左眼への前記透過光量を低減させるための第２コマンド情報、前記視聴者の右眼への
透過光量を増大させるための第３コマンド情報及び前記右眼への前記透過光量を低減させ
るための第４コマンド情報のうち少なくとも１つのコマンド情報を含む前記制御信号を生
成し、前記基準信号の前記第１送信周期内における前記眼鏡装置の前記補助動作のパター
ンを規定し、
　前記送信部は、前記第２送信周期において、前記第１送信周期において規定された前記
補助動作の前記パターンと同じパターンで前記眼鏡装置が前記補助動作を実行するように
前記制御信号を送信することを特徴とする請求項６に記載の制御装置。
【請求項８】
　前記生成部は、前記視聴者に知覚される前記照明光源の照度の変動を低減させるように
、前記透過光量を増大させるタイミングと前記透過光量を低減させるタイミングとの間隔
を調整し、前記眼鏡装置の前記補助動作の前記パターンを規定することを特徴とする請求
項７に記載の制御装置。
【請求項９】
　前記制御信号は、前記眼鏡装置が許容する前記透過光量に関する光量情報を含み、
　前記生成部は、前記視聴者に知覚される前記照明光源の照度の変動を低減させるように
、前記光量情報を規定することを特徴とする請求項７に記載の制御装置。
【請求項１０】
　立体的に知覚される映像を表示する表示部と、
　前記映像の視聴を補助するための補助動作を実行する眼鏡装置を制御する制御装置と、
を備え、
　該制御装置は、
　前記映像のフレーム画像の表示周波数に関する第１周波数情報を取得する第１取得部と
、
　前記映像が視聴される環境内で周期的に変動する環境因子に関する第２周波数情報を取
得する第２取得部と、
　前記第１周波数情報と前記第２周波数情報とに基づき、前記フレーム画像の表示と前記
環境因子の周期的な変動とに前記眼鏡装置の前記補助動作を適合させるための基準信号を
生成する生成部と、を含むことを特徴とする表示装置。
【請求項１１】
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　立体的に知覚される映像の視聴を補助するための補助動作を実行する眼鏡装置であって
、
　前記映像のフレーム画像の表示周波数に関する第１周波数情報と前記映像が視聴される
環境内で周期的に変動する環境因子に関する第２周波数情報とに基づき生成された基準信
号を受信する受信部と、
　前記基準信号に基づき、前記フレーム画像の表示と前記環境因子の周期的な変動とに適
合した前記補助動作を実行する光学フィルタ部と、を備えることを特徴とする眼鏡装置。
【請求項１２】
　前記受信部が受信した信号を解析する解析部を更に備え、
　前記第２周波数情報は、前記映像が視聴される空間を照明する照明光源の明滅周波数に
関する情報を含み、
　前記受信部は、前記フレーム画像の表示周期及び前記照明光源の明滅周期よりも長い送
信周期で送信された前記基準信号と、前記映像を視聴する視聴者に知覚される前記照明光
源の照度の変動を低減させるように前記光学フィルタ部に前記補助動作を実行させる制御
信号と、を受信し、
　前記解析部は、前記基準信号と、前記送信周期内に受信された制御信号と、に基づき、
前記補助動作のパターンを解析し、
　前記光学フィルタ部は、前記パターンの解析結果に基づき、前記補助動作を実行するこ
とを特徴とする請求項１１に記載の眼鏡装置。
【請求項１３】
　前記光学フィルタ部は、前記左眼への前記透過光量を増減させる左フィルタと、前記右
眼への前記透過光量を増減させる右フィルタと、を含み、
　前記制御信号は、前記左フィルタ及び前記右フィルタの応答速度に関する情報を含むこ
とを特徴とする請求項１２に記載の眼鏡装置。
【請求項１４】
　立体的に知覚される映像を表示する表示装置と、
　前記映像の視聴を補助するための補助動作を実行する眼鏡装置と、を備え、
　前記表示装置は、
　前記映像を表示する表示部と、
　前記眼鏡装置を制御する制御装置と、を備え、
　該制御装置は、
　前記映像のフレーム画像の表示周波数に関する第１周波数情報を取得する第１取得部と
、
　前記映像が視聴される環境内で周期的に変動する環境因子に関する第２周波数情報を取
得する第２取得部と、
　前記第１周波数情報と前記第２周波数情報とに基づき、前記フレーム画像の表示と前記
環境因子の周期的な変動とに前記眼鏡装置の前記補助動作を適合させるための基準信号を
生成する生成部と、を含み、
　前記眼鏡装置は、
　前記基準信号を受信する受信部と、
　前記基準信号に基づき、前記フレーム画像の表示と前記環境因子の周期的な変動とに適
合した前記補助動作を実行する光学フィルタ部と、を備えることを特徴とする映像システ
ム。
【請求項１５】
　前記第２周波数情報は、前記映像が視聴される空間を照明する照明光源の明滅周波数に
関する情報を含み、
　前記生成部は、前記映像を視聴する視聴者に知覚される前記照明光源の照度の変動を低
減させるように前記眼鏡装置に前記補助動作を実行させる制御信号を生成し、
　前記受信部は、前記制御信号を受信し、
　前記光学フィルタ部は、前記基準信号と前記制御信号とに基づき、前記視聴者の眼への
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透過光量を増減させ、
　前記表示部は、前記光学フィルタ部を透過する前記映像からの光の量の変動を低減させ
るように、前記映像の輝度を調整することを特徴とする請求項１４に記載の映像システム
。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置が表示する映像を、眼鏡装置を用いて、視聴者に視聴させる技術に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　立体的に知覚される映像を提供する映像システムは、典型的には、左眼で視聴されるよ
うに作成された左眼用の映像と、右眼で視聴されるように作成された右眼用の映像と、を
交互に切り替えて表示する表示装置と、映像の視聴を補助し、表示装置が表示する映像を
視聴者に立体的に知覚させる眼鏡装置と、を備える。眼鏡装置は、典型的には、左眼への
透過光量を増減させる左シャッタと、右眼への透過光量を増減させる右シャッタと、を含
む光学シャッタを備える。光学シャッタは、映像の切り替えに同期して開閉するように制
御される。この結果、視聴者は、左眼のみで左眼用の映像を視聴し、右眼のみで右眼用の
映像を視聴し、表示装置が表示する映像を立体的に知覚する。
【０００３】
　蛍光灯といった照明器具は、典型的には、一定の周波数で明滅する。特許文献１によれ
ば、上述の映像システムが、一定の周波数で明滅する照明環境下で利用されると、照明器
具の照射周波数と眼鏡装置の光学シャッタの開閉制御との不整合に起因して、フリッカが
生ずる。特許文献１の開示技術は、表示装置が表示する映像のフレーム画像間のブランキ
ング期間を利用して、眼鏡装置の光学シャッタの開期間を調整し、フリッカを低減するこ
とを試みている。
【０００４】
　特許文献１の開示技術に従う光学シャッタの開期間の調整は、しかしながら、フリッカ
を必ずしも十分に抑制することはできない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平９－１３８３８４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、映像が視聴される環境に合わせて眼鏡装置の動作を制御する技術を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一の局面に係る立体的に知覚される映像の視聴を補助するための補助動作を実
行する眼鏡装置を制御する制御装置は、前記映像のフレーム画像の表示周波数に関する第
１周波数情報を取得する第１取得部と、前記映像が視聴される環境内で周期的に変動する
環境因子に関する第２周波数情報を取得する第２取得部と、前記第１周波数情報と前記第
２周波数情報とに基づき、前記フレーム画像の表示と前記環境因子の周期的な変動とに前
記眼鏡装置の前記補助動作を適合させるための基準信号を生成する生成部と、を備えるこ
とを特徴とする。
【０００８】
　本発明の他の局面に係る表示装置は、立体的に知覚される映像を表示する表示部と、前
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記映像の視聴を補助するための補助動作を実行する眼鏡装置を制御する制御装置と、を備
え、該制御装置は、前記映像のフレーム画像の表示周波数に関する第１周波数情報を取得
する第１取得部と、前記映像が視聴される環境内で周期的に変動する環境因子に関する第
２周波数情報を取得する第２取得部と、前記第１周波数情報と前記第２周波数情報とに基
づき、前記フレーム画像の表示と前記環境因子の周期的な変動とに前記眼鏡装置の前記補
助動作を適合させるための基準信号を生成する生成部と、を含むことを特徴とする。
【０００９】
　本発明の更に他の局面に係る立体的に知覚される映像の視聴を補助するための補助動作
を実行する眼鏡装置は、前記映像のフレーム画像の表示周波数に関する第１周波数情報と
前記映像が視聴される環境内で周期的に変動する環境因子に関する第２周波数情報とに基
づき生成された基準信号を受信する受信部と、前記基準信号に基づき、前記フレーム画像
の表示と前記環境因子の周期的な変動とに適合した前記補助動作を実行する光学フィルタ
部と、を備えることを特徴とする。
【００１０】
　本発明の更に他の局面に係る映像システムは、立体的に知覚される映像を表示する表示
装置と、前記映像の視聴を補助するための補助動作を実行する眼鏡装置と、を備え、前記
表示装置は、前記映像を表示する表示部と、前記眼鏡装置を制御する制御装置と、を備え
、該制御装置は、前記映像のフレーム画像の表示周波数に関する第１周波数情報を取得す
る第１取得部と、前記映像が視聴される環境内で周期的に変動する環境因子に関する第２
周波数情報を取得する第２取得部と、前記第１周波数情報と前記第２周波数情報とに基づ
き、前記フレーム画像の表示と前記環境因子の周期的な変動とに前記眼鏡装置の前記補助
動作を適合させるための基準信号を生成する生成部と、を含み、前記眼鏡装置は、前記基
準信号を受信する受信部と、前記基準信号に基づき、前記フレーム画像の表示と前記環境
因子の周期的な変動とに適合した前記補助動作を実行する光学フィルタ部と、を備えるこ
とを特徴とする。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】一実施形態に従う映像システムの概略図である。
【図２】図１に示される映像システムのハードウェア構成を概略的に示すブロック図であ
る。
【図３】図１に示される映像システムの表示装置の機能構成を概略的に示すブロック図で
ある。
【図４】図１に示される映像システムの眼鏡装置の機能構成を概略的に示すブロック図で
ある。
【図５】表示装置の動作と眼鏡装置の動作との同期を表す概略的なタイミングチャートで
ある。
【図６】光学シャッタ部が許容する透過光量の変動と蛍光灯の明滅との関係を概略的に示
すグラフである。
【図７】フリッカを低減させるための第１制御原理に従って動作する光学シャッタ部が許
容する透過光量の変動を示すグラフである。
【図８】フリッカを低減させるための第２制御原理に従って動作する光学シャッタ部が許
容する透過光量の変動を示すグラフである。
【図９】フリッカを低減させるための第３制御原理に従って動作する光学シャッタ部が許
容する透過光量の変動を示すグラフである。
【図１０】送信部が送信する同期信号のフォーマット並びに同期信号が含む制御情報を示
す図表である。
【図１１】蛍光灯の点灯周波数と映像のフレームレートとの組み合わせを示す図表である
。
【図１２】制御情報を含む同期信号の送信を概略的に示すタイミングチャートである。
【図１３】制御情報を含む同期信号の簡略化された送信を概略的に示すタイミングチャー
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トである。
【図１４】図１３に示される同期信号のフォーマット並びに同期信号が含む制御情報を示
す図表である。
【図１５】同期周期と点灯周期との位相差を概略的に示すタイミングチャートである。
【図１６】図１３に示される同期信号の送信と平行して行われる表示部２３０の輝度制御
を概略的に示すタイミングチャートである。
【図１７】第２実施形態に従う映像システムのハードウェア構成を概略的に示すブロック
図である。
【図１８】図１７に示される映像システムの表示装置の機能構成を概略的に示すブロック
図である。
【図１９】図１７に示される映像システムの眼鏡装置の機能構成を概略的に示すブロック
図である。
【図２０】基準信号の他の送信パターンを概略的に示すタイミングチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、一実施形態に従う制御装置、表示装置、眼鏡装置及び映像システムが、添付の図
面を用いて説明される。尚、図面に示される構成、配置或いは形状等並びに図面に関連す
る記載は、単に、制御装置、表示装置、眼鏡装置及び映像システムの原理を容易に理解さ
せることを目的とするものであり、制御装置、表示装置、眼鏡装置及び映像システムの原
理を何ら限定するものではない。
【００１３】
　（第１実施形態）
　＜映像システムの構成＞
　図１は、第１実施形態に従う映像システムの概略図である。図１を用いて、映像システ
ムが説明される。
【００１４】
　映像システム１００は、立体的に知覚される映像を表示する表示装置２００と、表示装
置２００が表示する映像の視聴を補助する補助動作を実行する眼鏡装置３００と、を備え
る。視聴者が眼鏡装置３００を装着し、表示装置２００が表示する映像を視聴すると、視
聴者は、映像を立体的に知覚することができる。
【００１５】
　表示装置２００は、立体的に知覚される映像を表示するためのディスプレイパネル２１
０を備える。ディスプレイパネル２１０に表示される映像は、左眼で視聴されるように作
成された左眼用のフレーム画像（以下、Ｌフレーム画像と称される）と、右眼で視聴され
るように作成された右眼用のフレーム画像（以下、Ｒフレーム画像と称される）と、を含
む。表示装置２００は、ディスプレイパネル２１０に、Ｌフレーム画像及びＲフレーム画
像を、例えば、１２０Ｈｚの周波数で、ディスプレイパネル２１０に交互に表示する。本
実施形態において、ディスプレイパネル２１０は、表示部として例示される。また、Ｌフ
レーム画像及びＲフレーム画像の表示周波数（本実施形態において、１２０Ｈｚ）に関す
る情報は、第１周波数情報として例示される。
【００１６】
　眼鏡装置３００は、視力矯正用の眼鏡と略同様の形状をなす。眼鏡装置３００は、表示
装置２００が表示する映像を視聴者に立体的に知覚させるように映像の視聴を補助する補
助動作を実行する光学シャッタ部３１０を備える。光学シャッタ部３１０は、眼鏡装置３
００を装着した視聴者の左眼前に位置する左シャッタ３１１と、右眼前に位置する右シャ
ッタ３１２と、を備える。左シャッタ３１１が開くと、左シャッタ３１１を通じて左眼へ
入射する光量が増大する。左シャッタ３１１が閉じると、左シャッタ３１１を通じて左眼
へ入射する光量が低減する。右シャッタ３１２が開くと、右シャッタ３１２を通じて右眼
へ入射する光量が増大する。右シャッタ３１２が閉じると、右シャッタ３１２を通じて右
眼へ入射する光量が低減する。以下の説明において、光学シャッタ部３１０を通じて、視
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聴者の眼に入射する光の量は、「透過光量」と称される。本実施形態において、光学シャ
ッタ部３１０は、光学フィルタ部として例示される。左シャッタ３１１は、左フィルタと
して例示される。右シャッタ３１２は、右フィルタとして例示される。左フィルタ及び／
又は右フィルタとして、透過光量を調整可能に形成される他の光学素子が用いられてもよ
い。視聴者の左眼及び右眼へ透過する光を偏光する偏光素子（例えば、液晶フィルタ）が
左フィルタ及び／又は右フィルタとして用いられてもよい。
【００１７】
　表示装置２００は、眼鏡装置３００を制御する制御装置（後述される）を更に備える。
本実施形態において、制御装置は、表示装置２００に一体的に組み込まれる。代替的に、
制御装置は、映像を表示するための表示要素と別体に形成され、表示装置に外付で取り付
けられてもよい。
【００１８】
　制御装置は、ディスプレイパネル２１０のＬフレーム画像及びＲフレーム画像の表示に
、上述の光学シャッタ部３１０の補助動作を同期させる。光学シャッタ部３１０は、制御
装置の制御下で、Ｌフレーム画像の表示の間、左眼への透過光量を増大させる一方で、右
眼への透過光量を低減させる。また、光学シャッタ部３１０は、制御装置の制御下で、Ｒ
フレーム画像の表示の間、左眼への透過光量を低減させる一方で、右眼への透過光量を増
大させる。この結果、視聴者は、左眼のみでＬフレーム画像を視聴し、右眼のみでＲフレ
ーム画像を視聴することができる。
【００１９】
　Ｌフレーム画像及びＲフレーム画像は、視差の分だけ異なる内容を表す。視聴者は、左
眼のみで視聴したＬフレーム画像と右眼のみで視聴したＲフレーム画像とから、視差を擬
似的に知覚する。この結果、視聴者は、表示装置２００が表示する映像を立体的に知覚す
る。眼鏡装置３００が、制御装置の制御下で、適切に補助動作を実行している間、視聴者
は、映像に含まれるオブジェクトをディスプレイパネル２１０の表示面から飛び出したよ
うに或いは引っ込んだように知覚することができる。
【００２０】
　図１は、蛍光灯４００によって照明された空間内で使用される映像システム１００を示
す。本実施形態において、蛍光灯４００によって照明された空間は、映像が視聴される環
境として例示される。蛍光灯４００は、照明光源として例示される。
【００２１】
　蛍光灯４００は、蛍光灯４００への電力源となる商用電源の交流周波数に応じて明滅を
周期的に繰り返す。本実施形態において、蛍光灯４００の明滅は、環境因子として例示さ
れる。また、商用電源の交流周波数に応じた蛍光灯４００の明滅の周波数に関する情報は
、第２周波数情報として例示される。
【００２２】
　表示装置２００には、映像信号が入力される。表示装置２００は、映像信号を処理し、
立体映像（３Ｄ映像）をディスプレイパネル２１０に出力する。表示装置２００は、映像
の表示に同期した上述の補助動作を眼鏡装置３００に実行させるための同期信号を送信す
るための送信部として用いられる発光素子２１３を更に備える。本実施形態において、発
光素子２１３は、赤外線を発光する。代替的に、送信部は、眼鏡装置へ制御情報を伝達す
ることができる他の種類の信号を出力してもよい。例えば、送信部は、赤外線信号に代え
て、無線信号を送信してもよい。
【００２３】
　本実施形態において、眼鏡装置３００の補助動作は、Ｌフレーム画像及びＲフレーム画
像の表示だけでなく蛍光灯４００の明滅に適合するように制御される。発光素子２１３か
ら送信される同期信号は、Ｌフレーム画像及びＲフレーム画像の表示並びに蛍光灯４００
の明滅に、眼鏡装置３００の補助動作を適合させるための基準信号を含む。同期信号は、
視聴者に知覚される蛍光灯４００の照度の変動を低減させるように眼鏡装置３００の補助
動作を実行させるための制御信号を更に含む。後述される如く、本実施形態において、基
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準信号は、制御信号としての役割も担う。
【００２４】
　眼鏡装置３００は、上述の同期信号を受信する受信部として用いられる受光素子３１３
を更に備える。受光素子３１３は、発光素子２１３が出力した赤外線を受光する。代替的
に、受信部は、他の種類の信号を受信する受信素子であってもよい。例えば、受信部は、
赤外線信号に代えて、無線信号を受信してもよい。
【００２５】
　光学シャッタ部３１０は、同期信号が含む基準信号及び制御信号に基づき、Ｌフレーム
画像及びＲフレーム画像の表示並びに蛍光灯４００の明滅に適合した補助動作を実行する
。左シャッタ３１１は、視聴者が左眼で知覚する蛍光灯４００からの光量が略一定となる
ように、Ｌフレーム画像の表示の開始に同期して開き、Ｌフレーム画像の表示の終了に同
期して閉じる。右シャッタ３１２は、視聴者が右眼で知覚する蛍光灯４００からの光量が
略一定となるように、Ｒフレーム画像の表示の開始に同期して開き、Ｒフレーム画像の表
示の終了に同期して閉じる。この結果、Ｌフレーム画像からの映像光が左眼へ入射されて
いる間に蛍光灯４００から左眼へ入射される光の量の変動並びにＲフレーム画像からの映
像光が右眼へ入射されている間に蛍光灯４００から右眼へ入射される光の量の変動は適切
に低減される。
【００２６】
　上述の光学シャッタ部３１０の補助動作の結果、眼鏡装置３００を装着した視聴者は、
蛍光灯４００の明滅に起因するフリッカの影響をほとんど受けることなく、表示装置２０
０が表示する映像を立体的に知覚することができる。
【００２７】
　本実施形態において、Ｌフレーム画像及びＲフレーム画像の表示周波数は、１２０Ｈｚ
である。代替的に、Ｌフレーム画像及びＲフレーム画像の表示周波数は、９６Ｈｚ、１０
０Ｈｚ、１４４Ｈｚといった他の値であってもよい。Ｌフレーム画像及びＲフレーム画像
の表示周波数は、好ましくは、表示される映像の種類に応じて適切に設定される。
【００２８】
　上述の如く、本実施形態において、映像システム１００は、蛍光灯４００によって照明
された空間内で使用される。後述される本実施形態の映像システム１００の原理は、映像
が視聴される環境内で周期的に変動する他の環境因子の影響の緩和するために用いられて
もよい。
【００２９】
　図２は、映像システム１００のハードウェア構成を概略的に示すブロック図である。図
１及び図２を用いて、映像システム１００のハードウェア構成が説明される。
【００３０】
　表示装置２００は、上述のディスプレイパネル２１０及び発光素子２１３に加えて、復
号ＩＣ２１１、映像信号処理ＩＣ２１２、送信制御ＩＣ２１４、ＣＰＵ２１５、メモリ２
１６、クロック２１７、電源処理回路２１８及び光センサ２１９を備える。
【００３１】
　符号化された映像信号は、復号ＩＣ２１１に入力される。復号ＩＣ２１１は、入力され
た映像信号を復号化し、映像データを所定の様式で出力する。映像の符号化として、ＭＰ
ＥＧ（Ｍｏｔｉｏｎ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ）－２、ＭＰＥＧ－
４やＨ２６４として手法が例示される。
【００３２】
　映像信号処理ＩＣ２１２は、復号ＩＣ２１１からの映像データを立体映像として表示す
るために映像信号を処理する。本実施形態において、映像信号処理ＩＣ２１２は、復号Ｉ
Ｃ２１１が復号化した映像信号から左眼用の映像と右眼用の映像とを検出する。その後、
映像信号処理ＩＣ２１２は、左眼用の映像と右眼用の映像とを時間的に交互に並べ替える
。代替的に、映像信号処理ＩＣ２１２は、復号ＩＣ２１１が出力した映像信号に基づき、
左眼用の映像と右眼用の映像とを自動的に生成してもよい。更に代替的に、映像信号処理
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ＩＣ２１２は、立体映像の表示に関連する他の信号処理を実行してもよい。映像信号処理
ＩＣ２１２は、その後、ディスプレイパネル２１０の信号入力方式に適合した出力信号を
生成する。
【００３３】
　映像信号処理ＩＣ２１２は、上述の信号処理に加えて、他の信号処理を実行してもよい
。例えば、映像信号処理ＩＣ２１２は、ディスプレイパネル２１０の特性に応じて、表示
される映像の色彩を調整してもよい。映像信号処理ＩＣ２１２は、復号ＩＣ２１１が生成
した映像のフレーム間の映像を補間し、映像のフレームレートを増加させてもよい。映像
信号処理ＩＣ２１２は、上述の映像信号に対する処理を通じて、Ｌフレーム画像及びＲフ
レーム画像の表示周波数に関する第１周波数情報を取得する。本実施形態において、映像
信号処理ＩＣ２１２は、第１取得部として例示される。
【００３４】
　送信制御ＩＣ２１４は、後述される電源処理回路２１８及び／又は光センサ２１９から
入力された信号に基づいて、映像信号処理ＩＣ２１２が生成した左眼用の映像及び右眼用
の映像と同期する同期信号を生成し、発光素子２１３へ出力する。
【００３５】
　ＣＰＵ２１５は、復号ＩＣ２１１や映像信号処理ＩＣ２１２といった表示装置２００の
様々な要素を制御し、表示装置２００の動作全体を制御する。ＣＰＵ２１５は、例えば、
メモリ２１６に記録されたプログラムや外部装置（図示せず）からの入力に従って、上述
の制御を実行する。
【００３６】
　メモリ２１６は、ＣＰＵ２１５が実行するプログラムやプログラム実行時に発生する一
次データを記録する領域として用いられる。メモリ２１６として、揮発性のＲＡＭ（Ｒａ
ｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）や不揮発性のＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍ
ｅｍｏｒｙ）が例示される。
【００３７】
　クロック２１７は、クロック信号を生成し、ＣＰＵ２１５や他の構成要素へ供給する。
クロック信号は、表示装置２００の様々なＩＣや他の構成要素の動作基準として用いられ
る。
【００３８】
　ディスプレイパネル２１０は、映像信号処理ＩＣ２１２が出力した映像信号を映像とし
て表示する表示面を備える。ディスプレイパネル２１０として、例えば、ＣＲＴディスプ
レイ、液晶ディスプレイ、ＰＤＰ（プラズマディスプレイパネル）、有機エレクトロルミ
ネッセンスディスプレイや映像を表示可能な他の装置が好適に使用される。
【００３９】
　発光素子２１３は、送信制御ＩＣ２１４の制御下で、同期信号として出力される赤外線
を眼鏡装置３００へ送信する。
【００４０】
　電源処理回路２１８は、表示装置２００外に設けられた商用電源から入力された交流電
圧から直流電流を生成する。尚、電源処理回路２１８は、入力された交流電圧の周波数を
検出してもよい。商用電源からの交流電圧の周波数は、典型的には、５０Ｈｚ又は６０Ｈ
ｚであるので、本実施形態において、電源処理回路２１８は、５０Ｈｚ又は６０Ｈｚの周
波数を検出する。代替的に、電源処理回路２１８は、他の周波数を検出してもよい。
【００４１】
　光センサ２１９は、映像システム１００が設置されている空間の光の状態を検出する。
本実施形態において、映像システム１００は、蛍光灯４００によって照明された空間内に
配設されているので、光センサ２１９は、蛍光灯４００の点灯周波数を検出する。
【００４２】
　蛍光灯４００の点灯周波数は、典型的には、蛍光灯４００に供給される交流電圧の周波
数に大きく依存する。例えば、５０Ｈｚの交流電圧が蛍光灯４００に供給されているなら



(10) JP 5400902 B2 2014.1.29

10

20

30

40

50

ば、蛍光灯４００は、交流電流の整流化の結果、１００Ｈｚの周波数で明滅を繰り返す。
６０Ｈｚの交流電圧が蛍光灯４００に供給されているならば、蛍光灯４００は、交流電流
の整流化の結果、１２０Ｈｚの周波数で明滅を繰り返す。光センサ２１９は、蛍光灯４０
０の点灯周波数（１００Ｈｚ又は１２０Ｈｚ）を検出する。本実施形態において、蛍光灯
４００の点灯周波数（明滅周波数）及び／又は商用電源の交流電圧の周波数に関する情報
は、第２周波数情報として例示される。光センサ２１９及び／又は電源処理回路２１８は
、第２周波数情報を取得する第２取得部として例示される。
【００４３】
　映像信号処理ＩＣ２１２が取得したＬフレーム画像及びＲフレーム画像の表示周波数に
関する情報は、送信制御ＩＣ２１４に出力される。また、電源処理回路２１８が取得した
交流電圧の周波数に関する情報及び／又は光センサ２１９が取得した蛍光灯４００の点灯
周波数に関する情報も、送信制御ＩＣ２１４に出力される。送信制御ＩＣ２１４は、表示
周波数に関する情報、交流電圧の周波数に関する情報及び／又は蛍光灯４００の点灯周波
数に関する情報に基づき、基準信号及び制御信号を含む同期信号を生成する。本実施形態
において、送信制御ＩＣ２１４は、生成部として例示される。また、映像信号処理ＩＣ２
１２、電源処理回路２１８、光センサ２１９及び発光素子２１３は、眼鏡装置３００を制
御する制御装置として例示される。
【００４４】
　本実施形態において、表示装置２００と眼鏡装置３００との間の同期制御は、赤外線を
用いた同期信号により達成される。代替的に、有線信号、無線信号や超音波信号といった
他の種類の伝達手段が、表示装置と眼鏡装置との間の同期制御を達成させてもよい。
【００４５】
　眼鏡装置３００は、上述の光学シャッタ部３１０及び受光素子３１３に加えて、ＣＰＵ
３１５、メモリ３１６及びクロック３１７を備える。
【００４６】
　ＣＰＵ３１５は、例えば、メモリ３１６に記録されたプログラムや表示装置２００から
の同期信号に従って、眼鏡装置３００の動作全体を制御する。ＣＰＵ３１５は、受光素子
３１３が受信した同期信号を解析し、解析結果に基づき、光学シャッタ部３１０を制御す
る。本実施形態において、ＣＰＵ３１５は、解析部として例示される。
【００４７】
　メモリ３１６は、ＣＰＵ３１５が実行するプログラムのデータを記録する。また、メモ
リ３１６は、ＣＰＵ３１５によるプログラム実行時の一次データを保持する領域としても
用いられる。
【００４８】
　クロック３１７は、眼鏡装置３００の様々な要素へ、クロック信号を供給する。クロッ
ク信号は、眼鏡装置３００の様々な要素の動作の基準として用いられる。クロック信号は
、必要に応じて、分周又は逓倍されてもよい。
【００４９】
　受光素子３１３は、表示装置２００の発光素子２１３が送信した同期信号を受信する受
信部として例示される。本実施形態において、受光素子３１３は、赤外線信号を受信する
。代替的に、表示装置が無線信号を同期信号として送信するならば、受信部は、受光素子
３１３ではなく、アンテナやチューナといった無線信号を受信するために必要な要素を備
える。表示装置と眼鏡装置との間の同期制御を達成するための同期信号の種類に応じて、
適切な受信素子が受信部として用いられるならば、本実施形態に関連して説明される表示
装置２００と眼鏡装置３００との間の同期制御と同様の制御が達成される。
【００５０】
　光学シャッタ部３１０は、眼鏡装置３００を装着した視聴者の左眼前に配設される左シ
ャッタ３１１及び右眼前に配設される右シャッタ３１２を備える。左シャッタ３１１及び
右シャッタ３１２が開閉し、左眼及び右眼へ入射する光がそれぞれ調整（調光）される。
光学シャッタ部３１０は、ＣＰＵ３１５の制御下で、左眼及び右眼への入射光の調整を適
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切に行い、所望の光学的効果を、眼鏡装置３００を装着した視聴者に与える。
【００５１】
　図２に示される映像システム１００のハードウェア構成は、一例にすぎない。例えば、
復号ＩＣ２１１や映像信号処理ＩＣ２１２といった様々なＩＣに代えて、これらＩＣの機
能を有する一体型のＩＣが用いられてもよい。ＣＰＵ２１５が実行するプログラムの処理
は、ＰＬＤ（Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｌｏｇｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅ）やＤＳＰ（Ｄｉｇ
ｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）といった素子によってなされてもよい。
また、図２に関連して説明された様々な制御は、ハードウェアではなく、例えば、ＣＰＵ
上で実行されるソフトウェア（プログラム）によって達成されてもよい。
【００５２】
　本実施形態において、表示装置２００は、発光素子２１３を備える。代替的に、送信制
御ＩＣ及び発光素子は、映像を表示する要素と別体に形成された制御装置に組み込まれて
もよい。制御装置は、映像を表示する表示装置から入力された情報（例えば、上述の第１
周波数情報及び第２周波数情報）に基づいて、同期信号を生成し、眼鏡装置に出力しても
よい。
【００５３】
　図３は、表示装置２００の機能構成を概略的に示すブロック図である。図１乃至図３を
用いて、表示装置２００が説明される。
【００５４】
　表示装置２００は、復号部２３１、Ｌ／Ｒ信号分離部２３２、立体信号処理部２３５、
表示部２３０、第１生成部２３６、送信制御部２３４、送信部２３３及び検出部２３９を
備える。
【００５５】
　符号化された映像信号は、復号部２３１に入力される。復号部２３１は、入力された映
像信号を復号する。復号部２３１は、図２に関連して説明されたハードウェア構成におい
て、復号ＩＣ２１１に相当する。
【００５６】
　Ｌ／Ｒ信号分離部２３２は、復号部２３１が復号した映像信号から左眼用の映像信号及
び右眼用の映像信号を生成又は分離する。Ｌ／Ｒ信号分離部２３２は、左眼用の映像信号
及び右眼用の映像信号の生成又は分離を通じて、映像のフレーム画像の表示周波数に関す
る情報を取得し、第１生成部２３６に出力する。本実施形態において、Ｌ／Ｒ信号分離部
２３２は、第１取得部として例示される。
【００５７】
　立体信号処理部２３５は、例えば、表示部２３０の特性に応じて、Ｌ／Ｒ信号分離部２
３２が分離した左眼用の映像信号及び右眼用の映像信号を調整する。立体信号処理部２３
５は、例えば、表示部２３０の表示面の大きさに応じて、Ｌフレーム画像とＲフレーム画
像との間の視差量を調整してもよい。
【００５８】
　第１生成部２３６は、Ｌ／Ｒ信号分離部２３２が生成した左眼用の映像及び右眼用の映
像に同期した同期信号を生成する。第１生成部２３６は、表示部２３０の特性、Ｌ／Ｒ信
号分離部２３２から出力された映像のフレーム画像の表示周波数に関する情報や検出部２
３９から出力された蛍光灯４００の点灯周波数に関する情報に基づいて、同期信号の種類
や生成タイミングを調整する。本実施形態において、第１生成部２３６は、生成部として
例示される。第１生成部２３６による同期信号の生成は、後述される。
【００５９】
　Ｌ／Ｒ信号分離部２３２、立体信号処理部２３５及び第１生成部２３６は、図２に関連
して説明されたハードウェア構成において、映像信号処理ＩＣ２１２に相当する。
【００６０】
　表示部２３０は、立体信号処理部２３５が処理した映像信号を映像として表示する。表
示部２３０は、図２に関連して説明されたハードウェア構成において、ディスプレイパネ
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ル２１０に相当する。
【００６１】
　送信制御部２３４は、送信部２３３が送信する同期信号のデータ量を調整する。必要に
応じて、送信制御部２３４は、同期信号の送信間隔を制御し、送信部２３３に間欠式の同
期信号の送信を実行させる。送信制御部２３４は、図２に関連して説明されたハードウェ
ア構成において、送信制御ＩＣ２１４に相当する。
【００６２】
　送信部２３３は、第１生成部２３６が生成した同期信号を、送信制御部２３４の制御下
で、眼鏡装置３００に送信する。送信部２３３は、図２に関連して説明されたハードウェ
ア構成において、発光素子２１３に相当する。
【００６３】
　検出部２３９は、表示装置２００が設置された環境内で周期的に変動する環境因子に関
する周波数情報を検出する。本実施形態において、表示装置２００は、蛍光灯４００によ
って照明された空間内に設置されるので、検出部２３９は、蛍光灯４００の点灯周波数を
検出する。検出部２３９は、図２に関連して説明されたハードウェア構成において、電源
処理回路２１８及び／又は光センサ２１９に相当する。本実施形態において、検出部２３
９は、第２取得部として例示される。
【００６４】
　図４は、眼鏡装置３００の機能構成を概略的に示すブロック図である。図１乃至図４を
用いて、眼鏡装置３００が説明される。
【００６５】
　眼鏡装置３００は、上述の光学シャッタ部３１０に加えて、受信部３３３、信号検出部
３３４、解析部３３５、記憶部３３６、第２生成部３３７及びシャッタ制御部３３８を備
える。
【００６６】
　受信部３３３は、表示装置２００が赤外線を用いて送信した同期信号を受信する。受信
部３３３は、受光した赤外線に応じて、電気信号を生成する。生成された電気信号は、信
号検出部３３４（後述される）に出力される。図２のハードウェア構成に関連して説明さ
れた如く、本実施形態において、赤外線信号が同期信号として用いられる。代替的に、赤
外線信号以外の信号が同期信号として用いられてもよい。例えば、無線信号の通信が表示
装置と眼鏡装置との間でなされてもよい。
【００６７】
　上述の如く、受信部３３３は、赤外線信号（同期信号）を受信し、赤外線信号に基づき
、電気信号（同期信号）を生成する。信号検出部３３４は、受信部３３３から出力された
電気信号から同期信号を検出する。信号検出部３３４は、例えば、特定の信号波形を有す
る電気信号を同期信号として検出する。
【００６８】
　解析部３３５は、信号検出部３３４が検出した同期信号に基づき、光学シャッタ部３１
０を動作させるための時間間隔といった同期情報を解析する。解析部３３５は、同期情報
の解析を通じて、例えば、左シャッタ３１１及び右シャッタ３１２の開閉タイミングに関
する情報を取得することができる。
【００６９】
　信号検出部３３４及び解析部３３５は、図２に関連して説明されたハードウェア構成に
おいて、ＣＰＵ３１５が実行するプログラムの一部に相当する。
【００７０】
　記憶部３３６は、解析部３３５が同期信号に基づいて解析した光学シャッタ部３１０の
動作に関する制御情報を記録・保持する。記憶部３３６は、図２に関連して説明されたハ
ードウェア構成において、メモリ３１６に相当する。図２に関連して説明されたハードウ
ェア構成において、ＣＰＵ３１５は、光学シャッタ部３１０の動作に関する制御情報をメ
モリ３１６に記録する。
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【００７１】
　第２生成部３３７は、記憶部３３６に記録された同期情報に基づいて、光学シャッタ部
３１０の動作を制御するための内部信号を生成する。代替的に、第２生成部３３７は、解
析部３３５が解析した同期情報（例えば、光学シャッタ部３１０を動作させるための時間
間隔）に基づいて、光学シャッタ部３１０の動作を制御するための内部信号を生成する。
第２生成部３３７は、図２に関連して説明されたハードウェア構成において、ＣＰＵ３１
５及びクロック３１７に相当する。
【００７２】
　シャッタ制御部３３８は、第２生成部３３７が生成した内部信号に基づいて、左シャッ
タ３１１及び右シャッタ３１２の動作を制御する。後述されるシャッタ制御部３３８によ
る特定の制御によれば、シャッタ制御部３３８は、左シャッタ３１１が開くタイミング及
び／又は左シャッタ３１１が閉じるタイミングを調整し、蛍光灯４００の照明光の左眼へ
の透過量の変動を抑制する。また、シャッタ制御部３３８は、右シャッタ３１２が開くタ
イミング及び／又は右シャッタ３１２が閉じるタイミングを調整し、蛍光灯４００の照明
光の右眼への透過量の変動を抑制する。シャッタ制御部３３８による他の制御によれば、
シャッタ制御部３３８は、左シャッタ３１１が開いている期間における左シャッタ３１１
の透過率を調整し、蛍光灯４００の照明光の左眼への透過量の変動を抑制する。また、シ
ャッタ制御部３３８は、右シャッタ３１２が開いている期間における右シャッタ３１２の
透過率を調整し、蛍光灯４００の照明光の右眼への透過量の変動を抑制する。シャッタ制
御部３３８による更に他の制御によれば、シャッタ制御部３３８は、左シャッタ３１１の
応答速度を調整し、蛍光灯４００の照明光の左眼への透過量の変動を抑制する。また、シ
ャッタ制御部３３８は、右シャッタ３１２の応答速度を調整し、蛍光灯４００の照明光の
右眼への透過量の変動を抑制する。シャッタ制御部３３８は、図２に関連して説明された
ハードウェア構成において、ＣＰＵ３１５が実行する光学シャッタ部３１０に対する制御
用プログラムに相当する。或いは、シャッタ制御部３３８は、光学シャッタ部３１０を駆
動するための駆動回路（図示せず）に相当する。
【００７３】
　光学シャッタ部３１０は、眼鏡装置３００を装着した視聴者の左眼前に配設される左シ
ャッタ３１１と右眼前に配設される右シャッタ３１２とを備える。本実施形態において、
光学シャッタ部３１０は、光学フィルタ部として例示される。光学フィルタ部として、他
の光学素子が用いられてもよい。例えば、透過光量を調整可能に形成された光学素子や透
過光の偏光を調整する光学素子が光学フィルタ部に好適に用いられる。光学フィルタ部に
用いられる光学素子は、例えば、液晶素子を備えてもよい。液晶素子は、透過光量を調整
するために制御される。
【００７４】
　本実施形態において、表示装置２００の表示部２３０は、Ｌフレーム画像とＲフレーム
画像とを交互に切り替えて表示する。したがって、左シャッタ３１１及び右シャッタ３１
２は、交互に透過光量を増減させる。光学フィルタ部は、上述のシャッタ動作に代えて、
左眼へ向かう光及び右眼へ向かう光の偏光方向を変えてもよい。表示装置が表示する映像
の切り替えに同期して透過光を調整可能な光学素子が光学フィルタ部として好適に用いら
れる。
【００７５】
　本実施形態の原理は、図３及び図４に示された機能構成に基づき説明されるが、本実施
形態の原理は、図３及び図４の機能構成に限定されるものではない。本実施形態において
、送信部２３３及び表示部２３０は、１つの表示装置２００内に組み込まれている。代替
的に、眼鏡装置３００を制御するための同期信号を送信する制御装置が、映像を表示する
表示要素を備える表示装置とは別体に形成されてもよい。
【００７６】
　図２乃至図４に関連して説明されたハードウェア構成と機能構成との間の対応は、本実
施形態の原理を明瞭にするための一例にすぎない。したがって、本実施形態の原理は、図
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２乃至図４に関連して説明されたハードウェア構成と機能構成との間の対応関係に限定さ
れるものではない。したがって、制御装置、表示装置、眼鏡装置及び映像システムは、他
のハードウェア構成及び他の機能構成を有してもよい。
【００７７】
　＜表示装置と眼鏡装置との間の同期＞
　図５は、表示装置２００の動作と眼鏡装置３００の動作との同期を表す概略的なタイミ
ングチャートである。図１、図３乃至図５を用いて、表示装置２００と眼鏡装置３００と
の間の同期制御が説明される。尚、表示装置２００と眼鏡装置３００との間の同期制御の
原理を明瞭に説明するために、図５に示される同期制御は、蛍光灯４００の明滅は考慮さ
れていない。蛍光灯４００の明滅を考慮した同期制御は、後述される。
【００７８】
　図５のセクション（Ａ）は、表示部２３０が表示するフレーム画像を示す。図５のセク
ション（Ａ）に示される如く、表示部２３０は、Ｌフレーム画像とＲフレーム画像とを交
互に表示する。本実施形態において、表示部２３０は、Ｌフレーム画像とＲフレーム画像
とを１２０Ｈｚの周波数で切り替える。したがって、Ｌフレーム画像及びＲフレーム画像
は、それぞれ、６０Ｈｚの表示周波数で表示される。
【００７９】
　図５のセクション（Ｂ）は、表示装置２００の第１生成部２３６が生成する同期信号を
示すタイミングチャートである。上述の如く、同期信号は、送信部２３３によって眼鏡装
置３００へ送信される。同期信号は、パルス信号ＬＯ，ＬＣ，ＲＯ，ＲＣを含む。パルス
信号ＬＯは、視聴者の左眼への透過光量を増大させるための第１コマンド情報を含む。パ
ルス信号ＬＣは、視聴者の左眼への透過光量を低減させるための第２コマンド情報を含む
。パルス信号ＲＯは、視聴者の右眼への透過光量を増大させるための第３コマンド情報を
含む。パルス信号ＲＣは、視聴者の右眼への透過光量を低減させるための第４コマンド情
報を含む。本実施形態において、パルス信号ＬＯ，ＬＣ，ＲＯ，ＲＣそれぞれは、眼鏡装
置３００に補助動作を実行させるための制御信号として例示される。
【００８０】
　送信部２３３は、Ｌフレーム画像の表示の開始に対応して、パルス信号ＬＯを送信する
。この結果、左シャッタ３１１は、Ｌフレーム画像の表示の開始に対応して開き、視聴者
の左眼への透過光量が増大する。送信部２３３は、その後、Ｌフレーム画像の表示の終了
に対応して、パルス信号ＬＣを送信する。この結果、左シャッタ３１１は、Ｌフレーム画
像の表示の終了に対応して閉じ、視聴者の左眼への透過光量が減少する。送信部２３３は
、その後、Ｒフレーム画像の表示の開始に対応して、パルス信号ＲＯを送信する。この結
果、右シャッタ３１２は、Ｒフレーム画像の表示の開始に対応して開き、視聴者の右眼へ
の透過光量が増大する。送信部２３３は、その後、Ｒフレーム画像の表示の終了に対応し
て、パルス信号ＲＣを送信する。この結果、右シャッタ３１２は、Ｒフレーム画像の表示
の終了に対応して閉じ、視聴者の右眼への透過光量が減少する。
【００８１】
　図５のセクション（Ｃ）は、眼鏡装置３００の第２生成部３３７が生成する内部信号を
示すタイミングチャートである。上述の如く、第２生成部３３７は、受信部３３３によっ
て受信された同期信号に基づいて、内部信号を生成する。
【００８２】
　第２生成部３３７は、パルス信号ＬＯに対応するパルス信号ＩＬＯを生成する。シャッ
タ制御部３３８は、パルス信号ＩＬＯに基づき、左シャッタ３１１が開くように光学シャ
ッタ部３１０を制御する。第２生成部３３７は、パルス信号ＬＣに対応するパルス信号Ｉ
ＬＣを生成する。シャッタ制御部３３８は、パルス信号ＩＬＣに基づき、左シャッタ３１
１が閉じるように光学シャッタ部３１０を制御する。第２生成部３３７は、パルス信号Ｒ
Ｏに対応するパルス信号ＩＲＯを生成する。シャッタ制御部３３８は、パルス信号ＩＲＯ
に基づき、右シャッタ３１２が開くように光学シャッタ部３１０を制御する。第２生成部
３３７は、パルス信号ＲＣに対応するパルス信号ＩＲＣを生成する。シャッタ制御部３３
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８は、パルス信号ＩＲＣに基づき、右シャッタ３１２が閉じるように光学シャッタ部３１
０を制御する。
【００８３】
　図５のセクション（Ｄ）は、左眼への透過光量の変動を示すタイミングチャートである
。図５のセクション（Ｅ）は、右眼への透過光量の変動を示すタイミングチャートである
。透過光量の変動は、上述の如く、左シャッタ３１１及び右シャッタ３１２の開閉動作に
よってもたらされる。
【００８４】
　上述の如く、パルス信号ＬＯは、Ｌフレーム画像の表示の開始に対応して送信される。
左シャッタ３１１を開く制御に用いられるパルス信号ＩＬＯは、パルス信号ＬＯに基づい
て生成される。したがって、左シャッタ３１１は、Ｌフレーム画像の表示の開始に対応し
て開く。この結果、Ｌフレーム画像の表示の開始に対応して、左眼への透過光量が増大し
始める。
【００８５】
　上述の如く、パルス信号ＬＣは、Ｌフレーム画像の表示の終了に対応して送信される。
左シャッタ３１１を閉じる制御に用いられるパルス信号ＩＬＣは、パルス信号ＬＣに基づ
いて生成される。したがって、左シャッタ３１１は、Ｌフレーム画像の表示の終了に対応
して閉じる。この結果、Ｌフレーム画像の表示の終了に対応して、左眼への透過光量が減
少し始める。
【００８６】
　上述の如く、パルス信号ＲＯは、Ｒフレーム画像の表示の開始に対応して送信される。
右シャッタ３１２を開く制御に用いられるパルス信号ＩＲＯは、パルス信号ＲＯに基づい
て生成される。したがって、右シャッタ３１２は、Ｒフレーム画像の表示の開始に対応し
て開く。この結果、Ｒフレーム画像の表示の開始に対応して、右眼への透過光量が増大し
始める。
【００８７】
　上述の如く、パルス信号ＲＣは、Ｒフレーム画像の表示の終了に対応して送信される。
右シャッタ３１２を閉じる制御に用いられるパルス信号ＩＲＣは、パルス信号ＲＣに基づ
いて生成される。したがって、右シャッタ３１２は、Ｒフレーム画像の表示の終了に対応
して閉じる。この結果、Ｒフレーム画像の表示の終了に対応して、右眼への透過光量が減
少し始める。
【００８８】
　眼鏡装置３００の光学シャッタ部３１０は、表示装置２００の第１生成部２３６が生成
した同期信号に基づく制御を受け、左シャッタ３１１及び右シャッタ３１２は、Ｌフレー
ム画像の表示及びＲフレーム画像の表示にそれぞれ対応して開閉する。
【００８９】
　＜フリッカの発生原理＞
　図６は、光学シャッタ部３１０が許容する透過光量の変動と蛍光灯４００の明滅との関
係を概略的に示すグラフである。図６のグラフにおいて、点線は、光学シャッタ部３１０
が許容する透過光量の変動を示す。実線は、蛍光灯４００の照度の変動を示す。図６に示
される如く、左シャッタ３１１及び右シャッタ３１２は、交互に開閉し、左眼及び右眼へ
の透過光量が交互に増大している。図６のグラフの横軸は、時間軸である。また、図６の
グラフの縦軸は、光学シャッタ部３１０が許容する透過光量及び蛍光灯４００の照度を示
す。光学シャッタ部３１０は、図５に関連して説明された同期制御に従って動作し、当該
同期制御には、蛍光灯４００の明滅は考慮されていない。図１、図３、図５及び図６を用
いて、フリッカの発生原理が説明される。
【００９０】
　図６は、５０Ｈｚの交流電圧が供給された蛍光灯４００の照度の変動を示す。蛍光灯４
００は、５０Ｈｚの交流電流を整流し、電圧の逆振幅となる部分を反転する。したがって
、蛍光灯４００は、交流電圧の倍の周波数（即ち、１００Ｈｚ）の周波数で明滅する。
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【００９１】
　表示装置２００の表示部２３０は、Ｌフレーム画像及びＲフレーム画像をそれぞれ６０
Ｈｚの表示周波数で表示する。即ち、表示部２３０は、Ｌフレーム画像及びＲフレーム画
像を１２０Ｈｚの周波数で交互に切り替える。眼鏡装置３００の光学シャッタ部３１０の
左シャッタ３１１及び右シャッタ３１２は、表示装置２００から送信される同期信号に同
期して開閉し、図６の点線で示される如く、１２０Ｈｚの周波数で、光学シャッタ部３１
０を透過する光量を変動させる。
【００９２】
　上述の条件下において、蛍光灯４００の照度の変動周期は、光学シャッタ部３１０の左
シャッタ３１１及び右シャッタ３１２の開閉周期と相違する。図６中、実線で囲まれる領
域と点線で囲まれる領域との重畳領域（ハッチング領域）は、眼鏡装置３００の光学シャ
ッタ部３１０を透過する蛍光灯４００の光量を示す。光学シャッタ部３１０を透過する蛍
光灯４００の光量は、光学シャッタ部３１０の左シャッタ３１１及び右シャッタ３１２の
開閉タイミングと蛍光灯４００の明滅の周期との関係に依存し、映像フレームごとに変動
する。図６のハッチング領域で示される透過光量の増減に起因して、視聴者は、視聴環境
や映像が明るくなったり、暗くなったりしていると潜在的に知覚する。このような現象は
、フリッカ現象として知られ、視聴される映像の品質を低下する原因の１つとなる。
【００９３】
　以下に説明される制御は、表示装置２００が生成する同期信号をフレームごとに制御し
、上述のフリッカ現象を適切に低減する。
【００９４】
　＜フリッカの低減：第１制御原理＞
　図７は、上述のフリッカを低減させるための制御下で動作する光学シャッタ部３１０が
許容する透過光量の変動を示すグラフである。図１、図３、図６及び図７を用いて、フリ
ッカを低減するための第１制御原理が説明される。
【００９５】
　表示装置２００の第１生成部２３６は、表示部２３０が表示するＬフレーム画像及びＲ
フレーム画像のフレームレートと、検出部２３９から入力された蛍光灯４００の点灯周波
数とに基づいて、眼鏡装置３００の補助動作をＬフレーム画像及びＲフレーム画像の表示
並びに蛍光灯４００の明滅に適合させるための基準信号を含む同期信号を生成する。尚、
基準信号は、後述される。
【００９６】
　図７に示される第１制御原理によれば、左シャッタ３１１を開くためのパルス信号、左
シャッタ３１１を閉じるためのパルス信号、右シャッタ３１２を開くためのパルス信号及
び右シャッタ３１２を閉じるためのパルス信号の送信タイミングが調整される。この結果
、左シャッタ３１１及び右シャッタ３１２の開閉タイミングが、早められる或いは遅延さ
れる。或いは、左シャッタ３１１及び右シャッタ３１２の開期間及び閉期間がずらされる
。光学シャッタ部３１０の開閉のタイミングが調整され、上述のフリッカが適切に低減さ
れる。
【００９７】
　図６及び図７を比較すると、図７に示される第１制御原理に従って、最初の右シャッタ
３１２の開期間、２番目の左シャッタ３１１の開期間、２番目の右シャッタ３１２の開期
間及び３番目の左シャッタ３１１の開期間がそれぞれ長く設定されている。光学シャッタ
部３１０を透過する蛍光灯４００の光の量が略均一化されるように、表示装置２００の表
示部２３０が表示する映像のフレームごとに光学シャッタ部３１０の左シャッタ３１１及
び右シャッタ３１２の開閉期間が調整される。この結果、視聴者の眼に入射する蛍光灯４
００からの光の量が略均一化され、フリッカ現象（視聴者が周期的な明滅を知覚する現象
）が低減される。
【００９８】
　図７のグラフ中、点線は、光学シャッタ部３１０が許容する透過光量の変動を示す。実
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線は、蛍光灯４００の照度の変動を示す。点線で囲まれる領域と実線で囲まれる領域との
重畳領域（ハッチング領域）は、視聴者の眼へ入射する蛍光灯４００の光の量を示す。ハ
ッチング領域の面積が等しくなるように左シャッタ３１１及び右シャッタ３１２の開期間
が調整されると、視聴者はフリッカを知覚しにくくなる。第１制御原理に従って、左シャ
ッタ３１１を開くためのパルス信号、左シャッタ３１１を閉じるためのパルス信号、右シ
ャッタ３１２を開くためのパルス信号及び右シャッタ３１２を閉じるためのパルス信号の
送信タイミングは、光学シャッタ部３１０を透過する蛍光灯４００の光量の変動が所定の
範囲内に収められるように制御される。
【００９９】
　表示装置２００の第１生成部２３６は、表示される映像のフレームレートと蛍光灯４０
０の明滅の周期とに基づいて、左シャッタ３１１を開くためのパルス信号、左シャッタ３
１１を閉じるためのパルス信号、右シャッタ３１２を開くためのパルス信号及び右シャッ
タ３１２を閉じるためのパルス信号の送信タイミングを決定する。以下に説明される制御
において、左シャッタ３１１を開くためのパルス信号、左シャッタ３１１を閉じるための
パルス信号、右シャッタ３１２を開くためのパルス信号及び右シャッタ３１２を閉じるた
めのパルス信号のうち１つは、表示部２３０が表示するフレーム画像と蛍光灯４００の明
滅とに光学シャッタ部３１０の補助動作を適合させるための基準信号として用いられる。
送信部２３３は、これらのパルス信号を含む同期信号を眼鏡装置３００へ送信する。眼鏡
装置３００は、表示装置２００からの同期信号のパルス信号が含む映像のフレームレート
に関する情報と蛍光灯４００の明滅の周期に関する情報とに基づいて、光学シャッタ部３
１０に補助動作を実行させる。かくして、周期的に明滅を繰り返す蛍光灯４００の下で立
体映像を視聴する視聴者にフリッカを知覚させにくくすることができる。
【０１００】
　図７に関連して説明された第１制御原理によれば、図６に示される左シャッタ３１１及
び右シャッタ３１２の開期間よりも、長い開期間が左シャッタ３１１及び右シャッタ３１
２の動作に規定される。代替的に、図６に示される左シャッタ３１１及び右シャッタ３１
２の開期間よりも短い期間で、左シャッタ３１１及び右シャッタ３１２が開かれるように
制御され、視聴者の眼に入射する蛍光灯４００の光量の均一化が達成されてもよい。
【０１０１】
　＜フリッカの低減：第２制御原理＞
　図８は、上述のフリッカを低減させるための制御下で動作する光学シャッタ部３１０が
許容する透過光量の変動を示すグラフである。図１、図３、図６及び図８を用いて、フリ
ッカを低減するための第２制御原理が説明される。
【０１０２】
　図８に示される第２制御原理によれば、光学シャッタ部３１０の左シャッタ３１１及び
右シャッタ３１２が開いている期間は、図６に示される開期間と等しい。しかしながら、
光学シャッタ部３１０の透過度が変動される。
【０１０３】
　図６及び図８を比較すると、図８に示される第２制御原理に従って、最初の右シャッタ
３１２の開期間における右シャッタ３１２の透過度、２番目の左シャッタ３１１の開期間
における左シャッタ３１１の透過度、２番目の右シャッタ３１２の開期間における右シャ
ッタ３１２の透過度及び３番目の左シャッタ３１１の開期間における左シャッタ３１１の
透過度がそれぞれ増大されている。光学シャッタ部３１０を透過する蛍光灯４００の光の
量が略均一化されるように、光学シャッタ部３１０の開閉タイミングごとに左シャッタ３
１１及び右シャッタ３１２の透過度が調整される。
【０１０４】
　表示装置２００の第１生成部２３６は、表示される映像のフレームレートと蛍光灯４０
０の明滅の周期とに基づいて、フレームごとに適切な左シャッタ３１１及び右シャッタ３
１２の透過度を算出する。第１生成部２３６は、左シャッタ３１１を開くためのパルス信
号、左シャッタ３１１を閉じるためのパルス信号、右シャッタ３１２を開くためのパルス
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信号及び右シャッタ３１２を閉じるためのパルス信号を生成するときに、算出された透過
度に関する情報をこれらパルス信号に設定する。以下に説明される制御において、左シャ
ッタ３１１を開くためのパルス信号、左シャッタ３１１を閉じるためのパルス信号、右シ
ャッタ３１２を開くためのパルス信号及び右シャッタ３１２を閉じるためのパルス信号の
うち１つは、表示部２３０が表示するフレーム画像と蛍光灯４００の明滅とに光学シャッ
タ部３１０の補助動作を適合させるための基準信号として用いられる。送信部２３３は、
これらのパルス信号を含む同期信号を眼鏡装置３００へ送信する。眼鏡装置３００は、表
示装置２００からの同期信号のパルス信号が含む映像のフレームレートに関する情報と透
過度に関する情報とに基づいて、光学シャッタ部３１０に補助動作を実行させる。この結
果、左シャッタ３１１及び右シャッタ３１２は、光学シャッタ部３１０を透過する蛍光灯
４００の光が略均一化される（変動量が所定の範囲内の収められる）ように制御され、立
体映像を視聴する視聴者は、フリッカを知覚しにくくなる。
【０１０５】
　図８に示される第２制御原理によれば、光学シャッタ部３１０の左シャッタ３１１及び
右シャッタ３１２の透過度は、図６に示される透過度よりも大きく設定されている。代替
的に、光学シャッタ部３１０の左シャッタ３１１及び右シャッタ３１２の透過度は、左シ
ャッタ３１１及び右シャッタ３１２を透過する蛍光灯４００の光の量が略均一化されるよ
うに、低減されてもよい。透過度の低減によっても、フリッカは同様に抑制される。
【０１０６】
　＜フリッカの低減：第３制御原理＞
　図９は、上述のフリッカを低減させるための制御下で動作する光学シャッタ部３１０が
許容する透過光量の変動を示すグラフである。図１、図３、図６及び図９を用いて、フリ
ッカを低減するための第３制御原理が説明される。
【０１０７】
　図９に示される第３制御原理によれば、光学シャッタ部３１０の左シャッタ３１１及び
右シャッタ３１２が開いている期間は、図６に示される開期間と等しい。しかしながら、
光学シャッタ部３１０の応答速度（透過度／時間）が、左シャッタ３１１及び右シャッタ
３１２の開閉動作ごとに調整されるように、光学シャッタ部３１０が制御される。
【０１０８】
　図６及び図９を比較すると、図９に示される第３制御原理に従って、最初の右シャッタ
３１２の開期間における右シャッタ３１２の応答速度、２番目の左シャッタ３１１の開期
間における左シャッタ３１１の応答速度、２番目の右シャッタ３１２の開期間における右
シャッタ３１２の応答速度及び３番目の左シャッタ３１１の開期間における左シャッタ３
１１の応答速度がそれぞれ増大されている。応答速度の増大の結果、光学シャッタ部３１
０が高い透過度で開いている期間が長くなり、光学シャッタ部３１０を透過する蛍光灯４
００の光の量が増大される。かくして、映像を視聴する視聴者の眼へ入射する蛍光灯４０
０の光量が略均一化される。
【０１０９】
　表示装置２００の第１生成部２３６は、表示される映像のフレームレートと蛍光灯４０
０の明滅の周期とに基づいて、フレームごとに適切な左シャッタ３１１及び右シャッタ３
１２の応答速度を決定する。第１生成部２３６は、左シャッタ３１１を開くためのパルス
信号、左シャッタ３１１を閉じるためのパルス信号、右シャッタ３１２を開くためのパル
ス信号及び右シャッタ３１２を閉じるためのパルス信号を生成するときに、決定された応
答速度に関する情報をこれらパルス信号に設定する。以下に説明される制御において、左
シャッタ３１１を開くためのパルス信号、左シャッタ３１１を閉じるためのパルス信号、
右シャッタ３１２を開くためのパルス信号及び右シャッタ３１２を閉じるためのパルス信
号のうち１つは、表示部２３０が表示するフレーム画像と蛍光灯４００の明滅とに光学シ
ャッタ部３１０の補助動作を適合させるための基準信号として用いられる。送信部２３３
は、これらのパルス信号を含む同期信号を眼鏡装置３００へ送信する。眼鏡装置３００は
、表示装置２００からの同期信号のパルス信号が含む映像のフレームレートに関する情報
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と応答速度に関する情報とに基づいて、光学シャッタ部３１０に補助動作を実行させる。
この結果、左シャッタ３１１及び右シャッタ３１２は、光学シャッタ部３１０を透過する
蛍光灯４００の光が略均一化される（変動量が所定の範囲内の収められる）ように制御さ
れ、立体映像を視聴する視聴者は、フリッカを知覚しにくくなる。
【０１１０】
　図９に示される第３制御原理によれば、光学シャッタ部３１０の左シャッタ３１１及び
右シャッタ３１２の応答速度は、図６に示される応答速度よりも大きく設定されている。
代替的に、光学シャッタ部３１０の左シャッタ３１１及び右シャッタ３１２の応答速度は
、左シャッタ３１１及び右シャッタ３１２を透過する蛍光灯４００の光の量が略均一化さ
れるように、低減されてもよい。応答速度の低減によっても、フリッカは同様に抑制され
る。
【０１１１】
　上述の如く、光学シャッタ部３１０の左シャッタ３１１及び右シャッタ３１２の開閉タ
イミング（第１制御原理）、光学シャッタ部３１０の透過度（第２制御原理）及び光学シ
ャッタ部３１０の応答速度（第３制御原理）はそれぞれ調整され、蛍光灯４００の透過光
量が略均一化される。代替的に、第１制御原理乃至第３制御原理が組み合わされ、蛍光灯
４００の透過光量の均一化が達成されてもよい。
【０１１２】
　上述の第１制御原理、第２制御原理及び／又は第３制御原理に従って、表示装置２００
の第１生成部２３６は、光学シャッタ部３１０の開期間、光学シャッタ部３１０の透過度
及び／又は光学シャッタ部３１０の応答速度といった制御情報を含む同期信号を生成し、
送信部２３３は、当該同期信号を眼鏡装置３００に送信する。
【０１１３】
　＜同期信号＞
　図１０は、送信部２３３が送信する同期信号のフォーマット並びに同期信号が含む制御
情報を示す。図１、図３乃至図５並びに図７乃至図１０を用いて、同期信号が説明される
。
【０１１４】
　図１０のセクション（Ａ）は、送信部２３３が送信する同期信号が含むパルス信号のデ
ータ形式を示す。図１０のセクション（Ｂ）は、セクション（Ａ）に示されるデータ形式
の内容を表す図表である。
【０１１５】
　パルス信号のデータは、スタートビット、タイミングフラグ、シャッタ開閉フラグ、左
右シャッタフラグ、透過度情報、応答速度情報、シャッタ開時間情報及びパリティビット
を含む。
【０１１６】
　スタートビットは、データの開始の識別に用いられる。眼鏡装置３００の受信部３３３
及び信号検出部３３４は、スタートビットを検出し、同期信号のパルス信号の受信を検出
する。
【０１１７】
　タイミングフラグは、光学シャッタ部３１０の開閉タイミングを所定数の映像フレーム
単位で管理するために用いられる。タイミングフラグを用いた光学シャッタ部３１０の開
閉タイミングの管理は後述される。
【０１１８】
　シャッタ開閉フラグは、同期信号のパルス信号が光学シャッタ部３１０を「開ける（透
過光量を増大させる）」ことを意味するのか、同期信号のパルス信号が光学シャッタ部３
１０を「閉じる（透過光量を増大させる）」ことを意味するのかを識別するために用いら
れる。
【０１１９】
　左右シャッタフラグは、光学シャッタ部３１０の左シャッタ３１１が制御対象となって
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いるのか、右シャッタ３１２が制御対象となっているのかを識別するために用いられる。
シャッタ開閉フラグ及び左右シャッタフラグにより、例えば、図５のセクション（Ｂ）に
関連して説明されたパルス信号ＬＯ，ＬＣ，ＲＯ，ＲＣが適切に識別される。
【０１２０】
　透過度情報は、図８に関連して説明された第２制御原理に従う透過度を示す。透過度情
報は、光学シャッタ部３１０の開閉動作ごとに設定される。本実施形態において、設定可
能な透過度（透過率）は、２５％、５０％、７５％及び１００％である。代替的に、他の
透過度が設定可能であってもよい。また、更に多くの或いはより少数の透過度の設定が可
能であってもよい。尚、設定可能な透過度の種類が多いほど、光学シャッタ部３１０を透
過する蛍光灯の光がより均一化される。
【０１２１】
　応答速度情報は、図９に関連して説明された第３制御原理に従う応答速度を示す。応答
速度情報は、光学シャッタ部３１０の開閉動作ごとに設定される。本実施形態において、
設定可能な応答速度は、「速い」、「標準」、「遅い」の３つである。代替的に、３より
多い選択肢或いは３より少ない選択肢であってもよい。尚、選択肢の数が多いほど、光学
シャッタ部３１０を透過する蛍光灯の光がより均一化される。
【０１２２】
　シャッタ開時間情報は、光学シャッタ部３１０の左シャッタ３１１及び右シャッタ３１
２の開時間それぞれに対応して設定される。光学シャッタ部３１０の開時間を設定するた
めに、図１０に示される如く、同期信号のパルス信号にシャッタ開時間情報を論理的に含
められてもよい。代替的に、図５に関連して説明された如く、パルス信号ＬＯ，ＬＣ，Ｒ
Ｏ，ＲＣの送信タイミング（即ち、眼鏡装置３００が実際に受信するパルス信号ＬＯ，Ｌ
Ｃ，ＲＯ，ＲＣのタイミング）によって、光学シャッタ部３１０の開時間が設定されても
よい。図１０に示されるデータ形式に従うならば、光学シャッタ部３１０の開時間のパラ
メータとして、「短い」、「標準」及び「長い」が用意されている。代替的に、より多い
種類のパラメータ或いはより少ない種類のパラメータが用意されていてもよい。パラメー
タの種類が多いほど、光学シャッタ部３１０を透過する蛍光灯の光がより均一化される。
【０１２３】
　パリティビットは、スタートビットからシャッタ開時間情報までのビットデータの整合
性の確認のために用いられる。例えば、スタートビットからパリティビットまでの有効ビ
ット（「１」となるビット）の数が奇数或いは偶数となるように定められる。パリティビ
ットは、有効ビット数の調整のために用いられる。
【０１２４】
　表示装置２００の第１生成部２３６は、光学シャッタ部３１０の左シャッタ３１１及び
右シャッタ３１２の開閉動作ごとに、開閉時間、透過率及び／又は応答速度に関する制御
条件に関する情報を決定する。第１生成部２３６は、決定された制御情報を含むパルス信
号を有する同期信号を生成する。送信部２３３は、生成された同期信号を眼鏡装置３００
に送信する。眼鏡装置３００は、表示装置２００から送信された同期信号を受信する。光
学シャッタ部３１０が、同期信号のパルス信号が含む制御情報に従って、制御される結果
、視聴者はフリッカをほとんど知覚することなく、映像を快適に視聴することができる。
【０１２５】
　本実施形態において、シャッタ開時間、透過度及び応答速度が光学シャッタ部３１０に
対する制御パラメータとして例示される。代替的に、眼鏡装置３００の光学シャッタ部３
１０の動作に関する他の制御パラメータが蛍光灯４００の透過光量の均一化に用いられて
もよい。
【０１２６】
　＜蛍光灯の点灯周期と映像のフレームレートとの組み合わせ＞
　上述の如く、表示装置２００の第１生成部２３６は、蛍光灯４００の点灯周期と映像の
フレームレートとに基づいて、眼鏡装置３００の光学シャッタ部３１０に対する制御条件
を規定するパルス信号を有する同期信号を生成する。蛍光灯４００の点灯周波数は、蛍光



(21) JP 5400902 B2 2014.1.29

10

20

30

40

50

灯４００に印加される交流電圧の周波数に依存する。蛍光灯４００に印加される交流電圧
の周波数は、典型的には、５０Ｈｚ又は６０Ｈｚである。蛍光灯４００が交流電流を整流
する結果、蛍光灯４００は、交流電圧の周波数の２倍の周波数（１００Ｈｚ又は１２０Ｈ
ｚ）で明滅する。表示装置２００の表示部２３０が表示する映像のフレームレートは、一
般的には、いくつかの種類に予め定められている。
【０１２７】
　図１１は、蛍光灯４００の点灯周波数と映像のフレームレートとの組み合わせを示す。
図１、図３、図４、図６及び図１１を用いて、蛍光灯４００の点灯周波数と映像のフレー
ムレートとの組み合わせが説明される。
【０１２８】
　図１１に示されるように、蛍光灯４００の点灯周波数と映像のフレームレートとの組み
合わせは、いくつかのパターンに限定される。図１１には、蛍光灯４００の点灯周波数は
、１００Ｈｚ又は１２０Ｈｚの一方の値となる。また、映像のフレームレート（左眼用の
映像及び右眼用の映像を合わせたフレームレート）は、９６Ｈｚ、１００Ｈｚ、１２０Ｈ
ｚ又は１４４Ｈｚとなる。
【０１２９】
　図１１の蛍光灯４００の点灯周波数と映像のフレームレートとの関係を表す表中の最も
左側の列は、蛍光灯４００の点灯周波数を示す。蛍光灯４００の点灯周波数を示す列の右
隣の列は、映像のフレームレートを示す。図１１の表中の「組み合わせ周期」の列は、蛍
光灯４００の点灯周期及び映像の表示周期が一致するパターンを例示する。
【０１３０】
　蛍光灯４００の点灯周波数が１００Ｈｚであり、且つ、映像のフレームレートが１００
Ｈｚであるならば、蛍光灯４００の点灯周波数は、映像のフレームレートに等しくなるの
で、蛍光灯４００の明滅の１サイクルと映像の表示の１サイクルは、２０ｍｓの期間で同
期する。尚、蛍光灯４００の明滅の１サイクルとは、蛍光灯４００が点灯してから消灯す
るまでの期間を意味する。また、映像の表示の１サイクルとは、Ｌフレーム画像及びＲフ
レーム画像が表示される期間を意味する。したがって、蛍光灯４００の点灯周波数が１０
０Ｈｚであり、且つ、映像のフレームレートが１００Ｈｚであるとき、蛍光灯４００の明
滅の２サイクル分の期間及び映像の表示の１サイクル分の期間は、それぞれ「２０ｍｓ」
となり、蛍光灯４００の明滅の２サイクル分の期間及び映像の表示の１サイクル分の期間
が同期（一致）する。
【０１３１】
　図１１中の「明滅サイクル」の列には、映像の表示サイクルの長さと等しくなる蛍光灯
４００の明滅のサイクル数が示されている。図１１中の「映像の表示サイクル」の列には
、蛍光灯４００の明滅のサイクルの長さと等しくなる映像の表示サイクル数が示されてい
る。図１１中の「同期周期」の列には、蛍光灯の明滅のサイクルの長さ及び映像の表示サ
イクルの長さが一致するまでの周期が示されている。
【０１３２】
　蛍光灯４００の点灯周波数が１００Ｈｚであり、且つ、映像のフレームレートが１００
Ｈｚであるならば、フリッカを低減するための特別の情報を含まない同期信号を用いて、
光学シャッタ部３１０が制御されても、視聴者は、フリッカをほとんど知覚しない。蛍光
灯４００の点灯周波数が１２０Ｈｚであり、且つ、映像のフレームレートが１２０Ｈｚで
あるときも、同様に、フリッカを低減するための特別の情報を含まない同期信号を用いて
、光学シャッタ部３１０が制御されても、視聴者は、フリッカをほとんど知覚しない。
【０１３３】
　図１１中に示される他の条件下においては、同期信号は、好ましくは、フリッカを低減
するための特別の情報を含む。例えば、図６に関連して説明された蛍光灯４００の明滅動
作（点灯周波数：１００Ｈｚ）及び映像のフレームレート（１２０Ｈｚ）に従うと、３サ
イクルの映像の表示がなされる長さは、５サイクル分の蛍光灯４００の明滅動作の長さに
一致する。このとき、同期周期は「５０ｍｓ」となる。
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【０１３４】
　表示装置２００の第１生成部２３６は、「５０ｍｓ」（映像の表示：３サイクル，蛍光
灯４００の明滅：５サイクル）ごとに同期信号の生成の制御を行う。第１生成部２３６は
、３サイクルの映像フレームを１つの制御単位として取り扱い、眼鏡装置３００の光学シ
ャッタ部３１０を制御する同期信号に設定する制御条件（シャッタ開時間、透過度や応答
速度といった様々な制御情報）を設定し、同期信号を生成する。第１生成部２３６が、一
旦、上述の制御条件を決定すると、第１生成部２３６は、３サイクル分の映像フレームご
とに、同様の制御条件を表す情報を同期信号に設定する。
【０１３５】
　第１生成部２３６は、好ましくは、制御単位の開始を表す基準信号を生成する。眼鏡装
置３００は、基準信号により、制御単位の開始を識別し、光学シャッタ部３１０に適切な
補助動作を実行させることができる。基準信号の生成、送信並びに基準信号の処理は、後
述される。
【０１３６】
　蛍光灯４００の点灯周波数及び映像のフレームレートが、図１１に示される如く、予め
定められているならば、第１生成部２３６は、予め算出（決定）された値を眼鏡装置３０
０に対する制御情報として用いてもよい。この結果、制御情報を取得するための演算処理
が省略される。
【０１３７】
　上述の如く、蛍光灯４００の点灯周波数及び表示装置２００が表示する映像のフレーム
レートとの関係が一定に保たれるならば、第１生成部２３６は、予め定められた映像フレ
ームの周期ごと、或いは、蛍光灯４００の明滅の周期ごとに、光学シャッタ部３１０を制
御するための所定の制御値の情報を含む同期信号を生成する。この結果、視聴者は、フリ
ッカをほとんど知覚することなく、映像を快適に視聴することができる。
【０１３８】
　＜同期信号の送信＞
　図１２は、図１０に関連して説明された制御情報を含む同期信号の送信を概略的に示す
タイミングチャートである。図１、図３、図４、図１０及び図１２を用いて、同期信号の
送信が説明される。
【０１３９】
　図１２のセクション（Ａ）は、表示部２３０が表示するフレーム画像を示す。図１２の
セクション（Ａ）に示される如く、表示部２３０は、Ｌフレーム画像とＲフレーム画像と
を交互に表示する。
【０１４０】
　図１２のセクション（Ｂ）は、表示装置２００の第１生成部２３６が生成する同期信号
を示すタイミングチャートである。上述の如く、同期信号は、送信部２３３によって眼鏡
装置３００へ送信される。同期信号は、パルス信号ＬＯ１，ＬＯ２，ＬＣ１，ＲＯ１，Ｒ
Ｏ２，ＲＣ１を含む。パルス信号ＬＯ１は、視聴者の左眼への透過光量を増大させるため
の第１コマンド情報と、５０％の透過率を規定する透過率情報と、を含む。パルス信号Ｌ
Ｏ２は、視聴者の左眼への透過光量を増大させるための第１コマンド情報と、７５％の透
過率を規定する透過率情報と、を含む。パルス信号ＬＣ１は、視聴者の左眼への透過光量
を低減させるための第２コマンド情報を含む。パルス信号ＲＯ１は、視聴者の右眼への透
過光量を増大させるための第３コマンド情報と、５０％の透過率を規定する透過率情報と
、を含む。パルス信号ＲＯ２は、視聴者の右眼への透過光量を増大させるための第３コマ
ンド情報と、７５％の透過率を規定する透過率情報と、を含む。パルス信号ＲＣ１は、視
聴者の右眼への透過光量を低減させるための第４コマンド情報を含む。本実施形態におい
て、パルス信号ＬＯ１，ＬＯ２，ＬＣ１，ＲＯ１，ＲＯ２，ＲＣ１それぞれは、眼鏡装置
３００に補助動作を実行させるための制御信号として例示される。
【０１４１】
　送信部２３３は、Ｌフレーム画像の表示の開始に対応して、パルス信号ＬＯ１を送信す
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る。この結果、左シャッタ３１１は、Ｌフレーム画像の表示の開始に対応して、５０％の
透過率で開く。送信部２３３は、後のＬフレーム画像の表示の開始に対応して、パルス信
号ＬＯ２を送信する。この結果、左シャッタ３１１は、Ｌフレーム画像の表示の開始に対
応して、７５％の透過率で開く。
【０１４２】
　送信部２３３は、Ｌフレーム画像の表示の終了に対応して、パルス信号ＬＣ１を送信す
る。この結果、左シャッタ３１１は、Ｌフレーム画像の表示の終了に対応して閉じ、視聴
者の左眼への透過光量が減少する。
【０１４３】
　送信部２３３は、Ｒフレーム画像の表示の開始に対応して、パルス信号ＲＯ２を送信す
る。この結果、右シャッタ３１２は、Ｒフレーム画像の表示の開始に対応して、７５％の
透過率で開く。送信部２３３は、後のＲフレーム画像の表示の開始に対応して、パルス信
号ＲＯ１を送信する。この結果、右シャッタ３１２は、Ｒフレーム画像の表示の開始に対
応して、５０％の透過率で開く。
【０１４４】
　送信部２３３は、Ｒフレーム画像の表示の終了に対応して、パルス信号ＲＣ１を送信す
る。この結果、右シャッタ３１２は、Ｒフレーム画像の表示の終了に対応して閉じ、視聴
者の右眼への透過光量が減少する。
【０１４５】
　図１２のセクション（Ｃ）は、眼鏡装置３００の第２生成部３３７が生成する内部信号
を示すタイミングチャートである。上述の如く、第２生成部３３７は、受信部３３３によ
って受信された同期信号に基づいて、内部信号を生成する。
【０１４６】
　第２生成部３３７は、パルス信号ＬＯ１に対応するパルス信号ＩＬＯ１を生成する。シ
ャッタ制御部３３８は、パルス信号ＩＬＯ１に基づき、左シャッタ３１１が５０％の透過
率で開くように光学シャッタ部３１０を制御する。第２生成部３３７は、パルス信号ＬＯ
２に対応するパルス信号ＩＬＯ２を生成する。シャッタ制御部３３８は、パルス信号ＩＬ
Ｏ２に基づき、左シャッタ３１１が７５％の透過率で開くように光学シャッタ部３１０を
制御する。
【０１４７】
　第２生成部３３７は、パルス信号ＬＣ１に対応するパルス信号ＩＬＣ１を生成する。シ
ャッタ制御部３３８は、パルス信号ＩＬＣ１に基づき、左シャッタ３１１が閉じるように
光学シャッタ部３１０を制御する。
【０１４８】
　第２生成部３３７は、パルス信号ＲＯ１に対応するパルス信号ＩＲＯ１を生成する。シ
ャッタ制御部３３８は、パルス信号ＩＲＯ１に基づき、右シャッタ３１２が５０％の透過
率で開くように光学シャッタ部３１０を制御する。第２生成部３３７は、パルス信号ＲＯ
２に対応するパルス信号ＩＲＯ２を生成する。シャッタ制御部３３８は、パルス信号ＩＲ
Ｏ２に基づき、右シャッタ３１２が７５％の透過率で開くように光学シャッタ部３１０を
制御する。
【０１４９】
　第２生成部３３７は、パルス信号ＲＣ１に対応するパルス信号ＩＲＣ１を生成する。シ
ャッタ制御部３３８は、パルス信号ＩＲＣ１に基づき、右シャッタ３１２が閉じるように
光学シャッタ部３１０を制御する。
【０１５０】
　図１２のセクション（Ｄ）は、左眼への透過光量の変動を示すタイミングチャートであ
る。図１２のセクション（Ｅ）は、右眼への透過光量の変動を示すタイミングチャートで
ある。
【０１５１】
　上述の如く、パルス信号ＬＯ１，ＬＯ２は、Ｌフレーム画像の表示の開始に対応して送
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信される。左シャッタ３１１を開く制御に用いられるパルス信号ＩＬＯ１，ＩＬＯ２は、
パルス信号ＬＯ１，ＬＯ２に基づいてそれぞれ生成される。したがって、左シャッタ３１
１は、パルス信号ＬＯ１の送信に対応して、５０％の透過率で開く。また、左シャッタ３
１１は、パルス信号ＬＯ２の送信に対応して、７５％の透過率で開く。この結果、Ｌフレ
ーム画像の表示の開始に対応して、左眼への透過光量が増大し始める。
【０１５２】
　上述の如く、パルス信号ＬＣ１は、Ｌフレーム画像の表示の終了に対応して送信される
。左シャッタ３１１を閉じる制御に用いられるパルス信号ＩＬＣ１は、パルス信号ＬＣ１
に基づいて生成される。したがって、左シャッタ３１１は、Ｌフレーム画像の表示の終了
に対応して閉じる。この結果、Ｌフレーム画像の表示の終了に対応して、左眼への透過光
量が減少し始める。
【０１５３】
　上述の如く、パルス信号ＲＯ１，ＲＯ２は、Ｒフレーム画像の表示の開始に対応して送
信される。右シャッタ３１２を開く制御に用いられるパルス信号ＩＲＯ１，ＩＲＯ２は、
パルス信号ＲＯ１，ＲＯ２に基づいてそれぞれ生成される。したがって、右シャッタ３１
２は、パルス信号ＲＯ１の送信に対応して、５０％の透過率で開く。また、右シャッタ３
１２は、パルス信号ＲＯ２の送信に対応して、７５％の透過率で開く。この結果、Ｒフレ
ーム画像の表示の開始に対応して、右眼への透過光量が増大し始める。
【０１５４】
　上述の如く、パルス信号ＲＣ１は、Ｒフレーム画像の表示の終了に対応して送信される
。右シャッタ３１２を閉じる制御に用いられるパルス信号ＩＲＣ１は、パルス信号ＲＣ１
に基づいて生成される。したがって、右シャッタ３１２は、Ｒフレーム画像の表示の終了
に対応して閉じる。この結果、Ｒフレーム画像の表示の終了に対応して、右眼への透過光
量が減少し始める。
【０１５５】
　図１２に示される如く、光学シャッタ部３１０の開閉動作ごとに、図１０のセクション
（Ａ）に関連して説明された同期信号が送信される。図１２に示される制御では、光学シ
ャッタ部３１０の透過度が調整されている。代替的に、上述の第１制御原理及び／又は第
３制御原理に従い、シャッタ開時間及び／又は応答速度が調整されてもよい。シャッタ開
時間が調整されるならば、光学シャッタ部３１０を閉じるためのパルス信号は省略されて
もよい。蛍光灯４００の点灯周波数と映像のフレームレートの間の関係が一定に保たれる
ならば、表示装置２００が送信するパルス信号全てが、透過度情報、応答速度及び／又は
フィルタ開時間情報といった制御情報を保持しなくともよい。
【０１５６】
　図１３は、図１０に関連して説明された制御情報を含む同期信号の簡略化された送信を
概略的に示すタイミングチャートである。図１、図３、図４、図１０及び図１３を用いて
、同期信号の送信が説明される。
【０１５７】
　図１０に関連して説明された如く、蛍光灯４００の点灯周波数と映像のフレームレート
との間に所定の関係があるとき、一定のフリッカパターンが現れる。一定のフリッカパタ
ーンは、図１０に示される「同期周期」ごとに繰り返される。図１３に示される同期信号
の送信は、「同期周期」ごとに繰り返される一定のフリッカパターンを利用し、眼鏡装置
３００に適切に補助動作を実行させる。
【０１５８】
　図１３のセクション（Ａ）は、光学シャッタ部３１０が許容する透過光量の変動と蛍光
灯４００の明滅との関係を概略的に示すグラフである。図１３のセクション（Ａ）に示さ
れるグラフにおいて、点線は、光学シャッタ部３１０が許容する透過光量の変動を示す。
実線は、蛍光灯４００の照度の変動を示す。図１３のセクション（Ｂ）は、同期信号の送
信パターンを概略的に示すタイミングチャートである。
【０１５９】
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　図１３のセクション（Ｂ）に示される如く、表示装置２００の第１生成部２３６は、眼
鏡装置３００の制御の基準として用いられる基準信号Ｐ０を生成する。送信部２３３は、
基準信号を、図１０に関連して説明された蛍光灯４００の点灯周波数と映像のフレームレ
ートとの組み合わせによって定められる「同期周期」ごとに、基準信号Ｐ０を送信する。
図１０に関連して説明された如く、基準信号Ｐ０の送信周期は、フレーム画像の表示周期
及び蛍光灯４００の明滅周期よりも長い。本実施形態において、基準信号Ｐ０の送信周期
は、フレーム画像の表示周期及び蛍光灯４００の明滅周期の最小公倍数に相当する。代替
的に、基準信号Ｐ０の送信周期は、フレーム画像の表示周期及び蛍光灯４００の明滅周期
の他の公倍数に相当する長さであってもよい。
【０１６０】
　本実施形態において、基準信号Ｐ０は、左シャッタ３１１を開けるための第１コマンド
情報を眼鏡装置３００へ伝達する。代替的に、基準信号は、左シャッタ３１１を閉じるた
めの第２コマンド情報、右シャッタ３１２を開けるための第３コマンド情報及び右シャッ
タ３１２を閉じるための第４コマンド情報のうち少なくとも１つを眼鏡装置３００に伝達
してもよい。更に代替的に、基準信号は、光学シャッタ部３１０を開閉するための情報を
伝達しなくともよい。
【０１６１】
　第１生成部２３６は、「同期周期」内に、左シャッタ３１１を閉じるための第２コマン
ド情報を伝達するパルス信号Ｐ２、右シャッタ３１２を開くための第３コマンド情報を伝
達するパルス信号Ｐ３、右シャッタ３１２を閉じるための第４コマンド情報を伝達するパ
ルス信号Ｐ４及び左シャッタ３１１を開くための第１コマンド情報を伝達するためのパル
ス信号Ｐ１を生成する。送信部２３３は、「同期周期」内にこれらパルス信号Ｐ２，Ｐ３
，Ｐ４，Ｐ１を順次送信する。本実施形態において、パルス信号Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４，Ｐ１
の順次の送信は、「同期周期」内で、３回繰り返されている。パルス信号Ｐ２，Ｐ３，Ｐ
４，Ｐ１は、制御信号として例示される。
【０１６２】
　基準信号Ｐ０及びパルス信号Ｐ１はともに、左シャッタ３１１を開くための第１コマン
ド情報を含む。眼鏡装置３００は、後述される如く、基準信号Ｐ０及びパルス信号Ｐ１を
別異の信号として処理する。
【０１６３】
　基準信号Ｐ０並びにパルス信号Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４，Ｐ１は、光学シャッタ部３１０の透
過度を調整するための透過度情報を含む。第１生成部２３６は、基準信号Ｐ０並びにパル
ス信号Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４，Ｐ１の生成のたびに透過度情報を調整してもよい。本実施形態
において、第１送信周期において最初に送信されるパルス信号Ｐ３は、後続のパルス信号
Ｐ３よりも高い透過度を表す透過度情報を含む。また、第１送信周期において、最後に送
信されるパルス信号Ｐ１は、先行するパルス信号Ｐ１よりも高い透過度を表す透過度情報
を含む。
【０１６４】
　図１３のセクション（Ｂ）には、２つの基準信号Ｐ０が示されている。先に送信された
基準信号Ｐ０から次の基準信号Ｐ０までの期間は、第１送信周期として例示される。第１
送信周期に続く「同期周期」は、第２送信周期として例示される。眼鏡装置３００の解析
部３３５は、基準信号Ｐ０により、第１送信周期と第２送信周期とを区別することができ
る。
【０１６５】
　第１生成部２３６は、第１送信周期において、基準信号Ｐ０並びにパルス信号Ｐ２，Ｐ
３，Ｐ４，Ｐ１の生成のための信号処理を実行する。第１生成部２３６は、第２送信周期
において、新たに信号処理を行うことなく、第１送信周期における信号処理結果を用いて
、基準信号Ｐ０並びにパルス信号Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４，Ｐ１を生成してもよい。この結果、
比較的少ない情報処理量の下、送信部２３３は、第１送信周期と同じ補助動作を眼鏡装置
３００にさせるための信号群を送信することができる。
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【０１６６】
　眼鏡装置３００の受信部３３３は、「同期周期」内に送信された基準信号Ｐ０及びパル
ス信号Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４，Ｐ１を受信する。眼鏡装置３００の解析部３３５は、「同期周
期」内に送信された基準信号Ｐ０及びパルス信号Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４，Ｐ１が含むコマンド
情報を一群のコマンドとして解釈し、同期周期内における光学シャッタ部３１０の補助動
作のパターンを規定する。解析部３３５は、基準信号Ｐ０並びにパルス信号Ｐ２，Ｐ３，
Ｐ４，Ｐ１が含む透過度情報に基づき、左シャッタ３１１及び右シャッタ３１２の透過度
を決定する。また、解析部３３５は、基準信号Ｐ０／パルス信号Ｐ１の受信タイミングと
直後のパルス信号Ｐ２の受信タイミングとに基づき、左シャッタ３１１の開時間を決定す
る。更に、解析部３３５は、パルス信号Ｐ３の受信タイミングと直後のパルス信号Ｐ４の
受信タイミングとに基づき、右シャッタ３１２の開時間を決定する。表示装置２００の第
１生成部２３６は、光学シャッタ部３１０を透過する蛍光灯４００からの光の量の変動が
低減されるように、基準信号Ｐ０並びにパルス信号Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４，Ｐ１が含む透過度
情報と、基準信号Ｐ０並びにパルス信号Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４，Ｐ１の送信タイミングとを調
整する。解析部３３５が「同期周期」内に送信された信号を１つのグループとして処理す
るので、ノイズ信号に対するロバスト性が向上し、眼鏡装置３００の誤動作が抑制される
。
【０１６７】
　解析部３３５は、第１送信周期において受信された基準信号Ｐ０及びパルス信号Ｐ２，
Ｐ３，Ｐ４，Ｐ１に基づき規定された補助動作のパターンを記憶部３３６に記録してもよ
い。光学シャッタ部３１０は、記憶部３３６に記録された補助動作のパターンに従って、
第２送信周期において、左シャッタ３１１及び右シャッタ３１２を開閉させてもよい。こ
の結果、第２送信周期において、同期信号の通信が一時的に途絶えても、光学シャッタ部
３１０は補助動作を継続することができる。
【０１６８】
　図１４は、図１３に関連して説明された同期信号のフォーマット並びに同期信号が含む
制御情報を示す。図１、図３、図４、図１０、図１３及び図１４を用いて、同期信号が説
明される。
【０１６９】
　図１４のセクション（Ａ）は、送信部２３３が送信する同期信号が含むパルス信号のデ
ータ形式を示す。図１４のセクション（Ｂ）は、セクション（Ａ）に示されるデータ形式
の内容を表す図表である。
【０１７０】
　パルス信号のデータは、スタートビット、タイミングフラグ、シャッタ開閉フラグ、左
右シャッタフラグ、点灯周波数情報、映像のフレームレート情報、位相差情報及びパリテ
ィビットを含む。
【０１７１】
　スタートビット、シャッタ開閉フラグ、左右シャッタフラグ及びパリティビットの機能
及び役割は、図１０に関連する説明に従う。
【０１７２】
　図１３のセクション（Ｂ）に示される如く、「同期周期」の開始に対応して、基準信号
Ｐ０が送信される。第１生成部２３６は、基準信号Ｐ０を生成するとき、タイミングフラ
グの値を「１」に設定する。第１生成部２３６は、他のパルス信号Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３，Ｐ
４を生成するとき、タイミングフラグの値を「０」に設定する。この結果、眼鏡装置３０
０の解析部３３５は、受信部３３３が受信した信号が、基準信号Ｐ０であるか否かを判定
することができる。受信部３３３が受信した信号のタイミングフラグの値が「１」である
ならば、解析部３３５は、受信部３３３が受信した信号が基準信号であると判定する。受
信部３３３が受信した信号のタイミングフラグの値が「０」であるならば、解析部３３５
は、受信部３３３が受信した信号が他のパルス信号Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４のいずれかで
あると判定する。解析部３３５は、基準信号Ｐ０の受信を判定すると、基準信号Ｐ０及び
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パルス信号Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４，Ｐ１が含む制御情報（コマンド情報）を１つのグループと
して処理し、映像の表示周期と蛍光灯４００の点灯周期との相違に起因するフリッカを低
減させるように、光学シャッタ部３１０の開時間、透過率及び／又は応答速度といった制
御パラメータを調整する。この結果、視聴者は、立体映像を快適に視聴することができる
。
【０１７３】
　点灯周波数情報は、表示装置２００の検出部２３９が検出した蛍光灯４００の点灯周波
数を表す。本実施形態において、点灯周波数情報のビットが「００」であるならば、蛍光
灯４００の点灯周波数は、「１００Ｈｚ」であり、点灯周波数情報のビットが「０１」で
あるならば、蛍光灯４００の点灯周波数は、「１２０Ｈｚ」である。
【０１７４】
　フレームレート情報は、表示装置２００の表示部２３０が表示する映像のフレームレー
トを表す。本実施形態において、フレームレート情報のビットが「００」であるならば、
表示部２３０が表示する映像のフレームレートは、「９６Ｈｚ」である。フレームレート
情報のビットが「０１」であるならば、表示部２３０が表示する映像のフレームレートは
、「１００Ｈｚ」である。フレームレート情報のビットが「１０」であるならば、表示部
２３０が表示する映像のフレームレートは、「１２０Ｈｚ」である。フレームレート情報
のビットが「１１」であるならば、表示部２３０が表示する映像のフレームレートは、「
１４４Ｈｚ」である。
【０１７５】
　図１５は、同期周期と点灯周期との位相差を概略的に示すタイミングチャートである。
図１、図３、図４、図１０、図１３乃至図１５を用いて、同期信号が更に説明される。
【０１７６】
　図１３に示される基準信号Ｐ０は、蛍光灯４００の照度の増大が開始するのと同時に送
信されている一方で、図１５に示される基準信号Ｐ０は、蛍光灯４００の照度の増大の開
始に対して、所定時間（位相差）だけ遅れて送信されている。蛍光灯４００の点灯の周期
と「同期周期」との間の位相差が常に一定であるならば、位相差情報は不要である。しか
しながら、多くの場合、蛍光灯４００の点灯の周期と「同期周期」との間の位相差は変動
する。光学シャッタ部３１０を透過する蛍光灯４００の光の量の変動を低減させるための
光学シャッタ部３１０の開時間、透過度及び／又は応答速度の設定は、位相差の大きさに
応じて変動するので、好ましくは、光学シャッタ部３１０の動作は、蛍光灯４００の点灯
周期と「同期周期」との間の位相差を鑑みて設定される。
【０１７７】
　本実施形態において、第１生成部２３６は、位相差情報を含む基準信号Ｐ０及び／又は
パルス信号Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４を有する同期信号を生成する。本実施形態において、
第１生成部２３６は、「０度」、「９０度」、「１８０度」及び「２７０度」の位相差の
情報を同期信号に設定することができる。代替的に、第１生成部２３６は、他の値の位相
差を同期信号に設定してもよい。尚、第１生成部２３６が設定することができる位相差の
情報の種類が多いほど、光学シャッタ部３１０を透過する蛍光灯４００の光の量は、より
均一化される。
【０１７８】
　表示装置２００の第１生成部２３６は、タイミングフラグの値を「１」（有効）に設定
し、基準信号Ｐ０を生成する。また、第１生成部２３６は、タイミングフラグの値を「０
」に設定し、パルス信号Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４を設定する。第１生成部２３６は、基準
信号Ｐ０及び／又はパルス信号Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４に、点灯周波数情報、フレームレ
ート情報、位相差情報といった制御情報を設定する。送信部２３３は、第１生成部２３６
が生成した基準信号Ｐ０及びパルス信号Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４を有する同期信号を眼鏡
装置３００に送信する。
【０１７９】
　眼鏡装置３００の受信部３３３は、表示装置２００からの同期信号を受信する。解析部
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３３５は、受信した同期信号から点灯周波数情報、フレームレート情報、位相差情報とい
った制御情報を取得する。解析部３３５は、先の基準信号Ｐ０の受信と後の基準信号Ｐ０
の受信との間に受信された信号が含む制御情報に基づいて、フリッカを低減させるための
光学シャッタ部３１０の補助動作のパターンを規定する。解析部３３５が規定したパター
ンにしたがって、シャッタ制御部３３８は光学シャッタ部３１０を制御する結果、視聴者
はフリッカをほとんど知覚しない。タイミングフラグの値に基づき、補助動作のパターン
の基準となる基準信号Ｐ０が見極められ、基準信号Ｐ０に基づき、眼鏡装置３００の補助
動作のパターンが規定されるので、補助動作のための信号処理が簡素化される。
【０１８０】
　眼鏡装置３００の解析部３３５は、同期周期の間に受信された基準信号Ｐ０及びパルス
信号Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４に基づいて、眼鏡装置３００の補助動作を規定することがで
きるので、その後、同期信号の通信が遮断されても、眼鏡装置３００の第２生成部３３７
は、規定された補助動作のパターンに従って、内部信号を生成することができる。かくし
て、眼鏡装置３００のシャッタ制御部３３８は、自律式に、光学シャッタ部３１０の補助
動作を制御し続けることができる。
【０１８１】
　眼鏡装置３００の受信部３３３が同期信号を、再度、受信すると、解析部３３５は、受
信部３３３が受信した信号のタイミングフラグの値に基づき、基準信号Ｐ０とパルス信号
Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４とを識別することができる。解析部３３５が基準信号Ｐ０の受信
を確認すると、解析部３３５は、基準信号Ｐ０の受信時刻から次の基準信号Ｐ０の受信時
刻までを同期周期として解釈し、眼鏡装置３００の補助動作のパターンを規定することが
できる。かくして、映像フレームごとの光学シャッタ部３１０の開閉制御が迅速に実行さ
れる。
【０１８２】
　基準信号Ｐ０が、点灯周波数の情報、映像のフレームレートの情報及び位相差の情報を
含むならば、パルス信号Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４は、点灯周波数の情報、映像のフレーム
レートの情報及び位相差の情報を含まなくともよい。したがって、パルス信号Ｐ１，Ｐ２
，Ｐ３，Ｐ４のデータ長は短縮される。
【０１８３】
　本実施形態の原理によれば、表示装置２００の検出部２３９は、蛍光灯４００の点灯周
波数を検出する。第１生成部２３６は、映像のフレームレート及び蛍光灯４００の点灯周
波数に基づいて、シャッタの開時間、透過度及び応答速度といった制御条件を含む同期信
号を生成する。送信部２３３は、生成された同期信号を眼鏡装置３００へ送信する。
【０１８４】
　眼鏡装置３００の受信部３３３は、表示装置２００からの同期信号を受信する。解析部
３３５は、同期信号が含む制御情報に従って、光学シャッタ部３１０の補助動作のパター
ンを規定する。シャッタ制御部３３８は、規定された補助動作のパターンに従って、光学
シャッタ部３１０の補助動作を制御し、視聴者にフリッカが低減された視聴環境を提供す
る。
【０１８５】
　第１生成部２３６が、「同期周期」ごとに基準信号Ｐ０を生成するならば、「同期周期
」内で送信された信号（基準信号Ｐ０及びパルス信号Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４）を用いて
、光学シャッタ部３１０を透過する蛍光灯４００の光の量は映像フレーム間で略均一化さ
れる。かくして、簡素化された制御の下、フリッカが低減される。
【０１８６】
　第１生成部２３６は、検出部２３９が検出した蛍光灯４００の点灯周波数に関する情報
と、映像のフレームレートに関する情報と、を含む制御情報を有する同期信号を生成する
。送信部２３３は、生成された同期信号を眼鏡装置３００へ送信する。眼鏡装置３００の
受信部３３３は、同期信号を受信する。解析部３３５は、同期信号が含む制御情報を解析
する。シャッタ制御部３３８は、解析された制御情報に基づき、フレーム画像の表示に対
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応して、光学シャッタ部３１０の制御を行う。光学シャッタ部３１０の制御は、表示装置
２００から送信された基準信号Ｐ０を基準として実行される。かくして、眼鏡装置３００
は、光学シャッタ部３１０の適切な補助動作を映像フレームごとに規定することができる
。眼鏡装置３００の光学シャッタ部３１０は、適切に規定された補助動作のパターンに従
って動作するので、フリッカの少ない映像が視聴者に提供される。
【０１８７】
　＜表示部の輝度制御＞
　図１６は、図１３に関連して説明された同期信号の送信と平行して行われる表示部２３
０の輝度制御を概略的に示すタイミングチャートである。図１６のセクション（Ａ）は、
図１３のセクション（Ａ）と同様のタイミングチャートである。図１６のセクション（Ｂ
）は、表示部２３０の輝度の変動を表すタイミングチャートである。図３、図４、図１３
及び図１６を用いて、表示部２３０の輝度制御が説明される。
【０１８８】
　図１６に示される如く、表示部２３０は、左シャッタ３１１及び右シャッタ３１２が許
容する透過光量が大きいとき、映像の輝度を低減させる。また、表示部２３０は、左シャ
ッタ３１１及び右シャッタ３１２が許容する透過光量が小さいとき、映像の輝度を増大さ
せる。この結果、光学シャッタ部３１０を通じて視聴者の眼へ透過する映像光の量の変動
は低減される。例えば、表示部２３０が液晶パネルディスプレイであるならば、光学シャ
ッタ部３１０の透過光量を増大させるための情報を含む信号（基準信号Ｐ０及び／又はパ
ルス信号Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４）の生成に合わせて、液晶パネルを照射するバックライ
トの輝度を増大させる。また、光学シャッタ部３１０の透過光量を減少させるための情報
を含む信号（基準信号Ｐ０及び／又はパルス信号Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４）の生成に合わ
せて、液晶パネルを照射するバックライトの輝度を増大させる。
【０１８９】
　（第２実施形態）
　図１７は、第２実施形態に従う映像システムのハードウェア構成を概略的に示すブロッ
ク図である。第２実施形態と同様の要素に対して、同様の符号が割り当てられている。図
１、図２、図５、図７乃至図９並びに図１７を用いて、第１実施形態との相違点が説明さ
れる。尚、以下において説明されない要素に対し、第２実施形態に係る説明が好適に援用
される。
【０１９０】
　映像システム１００Ａは、立体映像を表示する表示装置２００Ａと立体映像の視聴を補
助する補助動作を実行する眼鏡装置３００Ａとを備える。
【０１９１】
　表示装置２００Ａは、第１実施形態に関連して説明された表示装置２００と同様に、デ
ィスプレイパネル２１０、復号ＩＣ２１１、映像信号処理ＩＣ２１２、発光素子２１３、
送信制御ＩＣ２１４、ＣＰＵ２１５、メモリ２１６及びクロック２１７を備える。表示装
置２００Ａは、第１実施形態に関連して説明された表示装置２００と異なり、電源処理回
路２１８及び光センサ２１９を備えない。したがって、表示装置２００Ａは、図５に関連
して説明されたような蛍光灯４００の明滅を考慮しない同期信号の送信を行う。
【０１９２】
　眼鏡装置３００Ａは、第１実施形態に関連して説明された眼鏡装置３００と同様に、光
学シャッタ部３１０、受光素子３１３、メモリ３１６及びクロック３１７を備える。眼鏡
装置３００Ａは、ＣＰＵ３１５Ａと光センサ３１９とを備える。光センサ３１９は、蛍光
灯４００の点灯周波数を検出する。ＣＰＵ３１５は、光センサ３１９が検出した蛍光灯４
００の点灯周波数に基づき、蛍光灯４００の明滅を考慮した光学シャッタ部３１０の制御
を行う。この結果、視聴者は、フリッカが低減された立体映像を視聴することができる。
尚、光センサ３１９の出力信号に基づく光学シャッタ部３１０の制御は、図７乃至図９に
関連して説明された第１制御原理乃至第３制御原理に従う。
【０１９３】
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　図１８は、表示装置２００Ａの機能構成を概略的に示すブロック図である。図３、図５
及び図１８を用いて、表示装置２００Ａが説明される。
【０１９４】
　表示装置２００Ａは、第１実施形態に関連して説明された表示装置２００と同様に、復
号部２３１、Ｌ／Ｒ信号分離部２３２、立体信号処理部２３５、表示部２３０、第１生成
部２３６、送信制御部２３４、送信部２３３を備える。表示装置２００Ａは、第１実施形
態に関連して説明された表示装置２００と異なり、検出部２３９を備えない。したがって
、表示装置２００Ａは、図５に関連して説明されたような蛍光灯４００の明滅を考慮しな
い同期信号の送信を行う。
【０１９５】
　図１８は、眼鏡装置３００Ａの機能構成を概略的に示すブロック図である。図１、図４
、図５、図７乃至図９、図１７及び図１９を用いて、眼鏡装置３００Ａが説明される。
【０１９６】
　眼鏡装置３００Ａは、第１実施形態に関連して説明された眼鏡装置３００と同様に、受
信部３３３、信号検出部３３４、解析部３３５、記憶部３３６、シャッタ制御部３３８及
び光学シャッタ部３１０を備える。眼鏡装置３００Ａは、第２生成部３３７Ａ及び検出部
３３９を更に備える。第２生成部３３７Ａは、図１７に示されるハードウェア構成におい
てＣＰＵ３１５に相当する。検出部３３９は、図１７に示されるハードウェア構成におい
て、光センサ３１９に相当する。
【０１９７】
　解析部３３５は、パルス信号ＬＯ，ＬＣ，ＲＯ，ＲＣ（図５参照）の受信間隔に基づき
、左シャッタ３１１及び右シャッタ３１２の開閉動作を映像のフレーム画像の表示に同期
させるための同期情報を解析し、記憶部３３６に記憶させる。検出部３３９は、蛍光灯４
００の点灯周波数を検出する。第２生成部３３７Ａは、同期情報（映像のフレームレート
に関する情報）、蛍光灯４００の点灯周波数の情報及び映像の表示の切り替えの周期と蛍
光灯４００の明滅との間の位相差に関する情報に基づき、光学シャッタ部３１０の補助動
作のパターンを規定する内部信号を生成する。内部信号は、光学シャッタ部３１０を透過
する蛍光灯４００の光の量の変動が低減されるように生成される。
【０１９８】
　第２生成部３３７Ａは、検出部３３９から蛍光灯４００の点灯周波数に関する情報を取
得する。また、第２生成部３３７Ａは、表示装置２００から送信される同期信号に含まれ
るパルス信号の受信間隔（例えば、左シャッタ３１１を開くためのパルス信号ＬＯ、左シ
ャッタ３１１を閉じるためのパルス信号ＬＣ、右シャッタ３１２を開くためのパルス信号
ＲＯ及び右シャッタ３１２を閉じるためのパルス信号ＲＣの受信間隔）に基づき、映像の
フレームレートに関する情報を取得する。解析部３３５は、パルス信号の受信間隔に基づ
いて、映像のフレームレートを算出してもよい。第２生成部３３７Ａは、記憶部３３６を
介して、映像のフレームレートに関する情報を取得してもよい。
【０１９９】
　代替的に、表示装置２００Ａから送信される同期信号が映像のフレームレートに関する
情報を含んでもよい。解析部３３５は、受信部３３３が受信した同期信号から映像のフレ
ームレートに関する情報を抽出し、記憶部３３６に記録してもよい。
【０２００】
　第２生成部３３７Ａは、検出部３３９が検出した蛍光灯４００の点灯周波数と算出或い
は取得された映像のフレームレートに基づき、上述の位相差を算出してもよい。
【０２０１】
　眼鏡装置３００Ａは、第１実施形態の原理と同様に、蛍光灯４００の明滅及び映像のフ
レームレートによって定められるフリッカのパターンを把握することができる。かくして
、第２生成部３３７Ａは、図７乃至図９に関連して説明された第１制御原理乃至第３制御
原理に従って、左シャッタ３１１及び右シャッタ３１２の開時間、透過度、応答速度及び
これらの組み合わせが調整されるように内部信号を生成する。
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【０２０２】
　シャッタ制御部３３８は、生成された内部信号に基づき、光学シャッタ部３１０を制御
する。
【０２０３】
　眼鏡装置３００Ａを着用した視聴者は、フリッカをほとんど知覚することなく、立体映
像を視聴することができる。眼鏡装置３００Ａが蛍光灯４００の点灯周波数を検出するの
で、眼鏡装置３００Ａ単独で、フリッカを抑制することができる。したがって、表示装置
２００Ａから送信される同期信号が、光学シャッタ部３１０の制御情報（透過度や応答速
度に関する情報）を含むことができなくとも、眼鏡装置３００Ａは、フリッカを適切に抑
制し、高い品質の立体映像の視聴を視聴者に提供することができる。
【０２０４】
　第２実施形態によれば、表示装置２００Ａから眼鏡装置３００Ａへ送信される同期信号
は、シャッタ開時間、透過度や応答速度といった制御情報を含まないので、比較的少ない
情報量の同期信号の通信が可能となる。
【０２０５】
　＜基準信号の送信パターンのバリエーション＞
　図２０は、基準信号の他の送信パターンを概略的に示すタイミングチャートである。図
２０のセクション（Ａ）は、光学シャッタ部３１０が許容する透過光量の変動と蛍光灯４
００の明滅との関係を概略的に示すグラフである。図２０のセクション（Ａ）に示される
グラフにおいて、点線は、光学シャッタ部３１０が許容する透過光量の変動を示す。実線
は、蛍光灯４００の照度の変動を示す。図２０のセクション（Ｂ）は、同期信号の送信パ
ターンを概略的に示すタイミングチャートである。図１３及び図２０を用いて、基準信号
の他の送信パターンが説明される。
【０２０６】
　第１実施形態に関連して説明された基準信号は、同期周期の開始に対応して送信されて
いる（図１３参照）。代替的に、図２０に示される如く、同期周期内の他のタイミングで
基準信号が送信されてもよい。図２０に示される基準信号は、映像のフレームの表示の２
番目のサイクル及び３番目のサイクルの開始に対応している。眼鏡装置は、好ましくは、
これらの基準信号を個別に識別する。
【０２０７】
　１つの同期周期内に個別に識別される複数の基準信号が送信される結果、眼鏡装置と表
示装置との間の同期信号の通信の一時的な遮断の後の同期信号の通信の再開時において、
同期周期中のいずれの部分から、再度受信された同期信号と対応する内部信号との間の調
整が開始されるべきかが迅速に決定される。
【０２０８】
　上述された実施形態は、以下の構成を主に備える。
【０２０９】
　上述の実施形態の一局面に係る立体的に知覚される映像の視聴を補助するための補助動
作を実行する眼鏡装置を制御する制御装置は、前記映像のフレーム画像の表示周波数に関
する第１周波数情報を取得する第１取得部と、前記映像が視聴される環境内で周期的に変
動する環境因子に関する第２周波数情報を取得する第２取得部と、前記第１周波数情報と
前記第２周波数情報とに基づき、前記フレーム画像の表示と前記環境因子の周期的な変動
とに前記眼鏡装置の前記補助動作を適合させるための基準信号を生成する生成部と、を備
えることを特徴とする。
【０２１０】
　上記構成によれば、制御装置は、立体的に知覚される映像の視聴を補助するための補助
動作を実行する眼鏡装置を制御する。第１取得部は、映像のフレーム画像の表示周波数に
関する第１周波数情報を取得する。第２取得部は、映像が視聴される環境内で周期的に変
動する環境因子に関する第２周波数情報を取得する。生成部は、フレーム画像の表示と環
境因子の周期的な変動とに眼鏡装置の補助動作を適合させるための基準信号を生成する。
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制御装置が、眼鏡装置の補助動作をフレーム画像の表示と環境因子の周期的な変動とに適
合させるので、視聴者は、映像が視聴される環境に適合した眼鏡装置の補助動作の下で、
快適に映像を視聴することができる。
【０２１１】
　上記構成において、前記第２周波数情報は、前記映像が視聴される空間を照明する照明
光源の明滅周波数に関する情報を含むことが好ましい。
【０２１２】
　上記構成によれば、第２周波数情報が、映像が視聴される空間を照明する照明光源の明
滅周波数に関する情報を含むので、眼鏡装置は、制御装置の制御下で、照明光源の明滅に
応じた補助動作を行うことができる。
【０２１３】
　上記構成において、制御装置は、前記基準信号を送信する送信部を更に備え、該送信部
は、前記フレーム画像の表示周期及び前記照明光源の明滅周期よりも長い送信周期で前記
基準信号を送信し、前記生成部は、前記映像を視聴する視聴者に知覚される前記照明光源
の照度の変動を低減させるように前記眼鏡装置に前記補助動作を実行させる制御信号を生
成し、前記送信部は、前記基準信号の前記送信周期内に、前記制御信号を送信することが
好ましい。
【０２１４】
　上記構成によれば、制御装置は、基準信号を送信する送信部を更に備える。送信部は、
フレーム画像の表示周期及び照明光源の明滅周期よりも長い送信周期で基準信号を送信す
る。生成部は、映像を視聴する視聴者に知覚される照明光源の照度の変動を低減させるよ
うに眼鏡装置に前記補助動作を実行させる制御信号を生成する。送信部は、基準信号の送
信周期内に、制御信号を送信する。眼鏡装置は、映像を視聴する視聴者に知覚される照明
光源の照度の変動を低減させるように補助動作を実行するので、視聴者は照明光源の明滅
をほとんど知覚することなく、快適に映像を視聴することができる。
【０２１５】
　上記構成において、前記基準信号の前記送信周期は、前記フレーム画像の前記表示周期
と前記照明光源の前記明滅周期との公倍数に相当する長さであることが好ましい。
【０２１６】
　上記構成によれば、基準信号の送信周期が、フレーム画像の表示周期と照明光源の明滅
周期との公倍数に相当する長さであるので、制御装置は、眼鏡装置の補助動作を、フレー
ム画像の表示及び照明光源の明滅に適切に適合させることができる。
【０２１７】
　上記構成において、前記基準信号の前記送信周期は、前記フレーム画像の前記表示周期
と前記照明光源の前記明滅周期との最小公倍数に相当する長さであることが好ましい。
【０２１８】
　上記構成によれば、基準信号の送信周期が、フレーム画像の表示周期と照明光源の明滅
周期との公倍数に相当する長さであるので、制御装置は、眼鏡装置の補助動作を、フレー
ム画像の表示及び照明光源の明滅に精度よく適合させることができる。
【０２１９】
　上記構成において、前記基準信号は、前記視聴者の左眼への透過光量を増大させるため
の第１コマンド情報、前記左眼への前記透過光量を低減させるための第２コマンド情報、
前記視聴者の右眼への透過光量を増大させるための第３コマンド情報及び前記右眼への前
記透過光量を低減させるための第４コマンド情報のうち少なくとも１つのコマンド情報を
含むことが好ましい。
【０２２０】
　上記構成によれば、基準信号は、視聴者の左眼への透過光量を増大させるための第１コ
マンド情報、左眼への透過光量を低減させるための第２コマンド情報、視聴者の右眼への
透過光量を増大させるための第３コマンド情報及び右眼への前記透過光量を低減させるた
めの第４コマンド情報のうち少なくとも１つのコマンド情報を含むので、眼鏡装置は基準
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信号に基づき補助動作を実行することができる。
【０２２１】
　上記構成において、前記基準信号の前記送信周期は、第１送信周期と、該第１送信周期
に後続する第２送信周期と、を含み、前記生成部は、前記視聴者の左眼への透過光量を増
大させるための第１コマンド情報、前記左眼への前記透過光量を低減させるための第２コ
マンド情報、前記視聴者の右眼への透過光量を増大させるための第３コマンド情報及び前
記右眼への前記透過光量を低減させるための第４コマンド情報のうち少なくとも１つのコ
マンド情報を含む前記制御信号を生成し、前記基準信号の前記第１送信周期内における前
記眼鏡装置の前記補助動作のパターンを規定し、前記送信部は、前記第２送信周期におい
て、前記第１送信周期において規定された前記補助動作の前記パターンと同じパターンで
前記眼鏡装置が前記補助動作を実行するように前記制御信号を送信することが好ましい。
【０２２２】
　上記構成によれば、生成部は、視聴者の左眼への透過光量を増大させるための第１コマ
ンド情報、左眼への前記透過光量を低減させるための第２コマンド情報、視聴者の右眼へ
の透過光量を増大させるための第３コマンド情報及び右眼への透過光量を低減させるため
の第４コマンド情報のうち少なくとも１つのコマンド情報を含む制御信号を生成し、基準
信号の第１送信周期内における眼鏡装置の補助動作のパターンを規定する。送信部は、第
１送信周期に後続する第２送信周期において、第１送信周期において規定された補助動作
のパターンと同じパターンで眼鏡装置が補助動作を実行するように制御信号を送信する。
したがって、制御信号の生成及び送信に伴う信号処理が簡素化される。
【０２２３】
　上記構成において、前記生成部は、前記視聴者に知覚される前記照明光源の照度の変動
を低減させるように、前記透過光量を増大させるタイミングと前記透過光量を低減させる
タイミングとの間隔を調整し、前記眼鏡装置の前記補助動作の前記パターンを規定するこ
とが好ましい。
【０２２４】
　上記構成によれば、生成部は、視聴者に知覚される照明光源の照度の変動を低減させる
ように、透過光量を増大させるタイミングと透過光量を低減させるタイミングとの間隔を
調整し、眼鏡装置の補助動作のパターンを規定する。したがって、視聴者は照明光源の明
滅をほとんど知覚することなく、快適に映像を視聴することができる。
【０２２５】
　上記構成において、前記制御信号は、前記眼鏡装置が許容する前記透過光量に関する光
量情報を含み、前記生成部は、前記視聴者に知覚される前記照明光源の照度の変動を低減
させるように、前記光量情報を規定することが好ましい。
【０２２６】
　上記構成によれば、制御信号は、眼鏡装置が許容する透過光量に関する光量情報を含む
。生成部が、視聴者に知覚される照明光源の照度の変動を低減させるように、光量情報を
規定するので、視聴者は照明光源の明滅をほとんど知覚することなく、快適に映像を視聴
することができる。
【０２２７】
　上述の実施形態の他の局面に係る表示装置は、立体的に知覚される映像を表示する表示
部と、前記映像の視聴を補助するための補助動作を実行する眼鏡装置を制御する制御装置
と、を備え、該制御装置は、前記映像のフレーム画像の表示周波数に関する第１周波数情
報を取得する第１取得部と、前記映像が視聴される環境内で周期的に変動する環境因子に
関する第２周波数情報を取得する第２取得部と、前記第１周波数情報と前記第２周波数情
報とに基づき、前記フレーム画像の表示と前記環境因子の周期的な変動とに前記眼鏡装置
の前記補助動作を適合させるための基準信号を生成する生成部と、を含むことを特徴とす
る。
【０２２８】
　上記構成によれば、表示装置は、立体的に知覚される映像を表示する表示部と、映像の
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視聴を補助するための補助動作を実行する眼鏡装置を制御する制御装置と、を備える。第
１取得部は、映像のフレーム画像の表示周波数に関する第１周波数情報を取得する。第２
取得部は、映像が視聴される環境内で周期的に変動する環境因子に関する第２周波数情報
を取得する。生成部は、フレーム画像の表示と環境因子の周期的な変動とに眼鏡装置の補
助動作を適合させるための基準信号を生成する。制御装置が、眼鏡装置の補助動作をフレ
ーム画像の表示と環境因子の周期的な変動とに適合させるので、視聴者は、映像が視聴さ
れる環境に適合した眼鏡装置の補助動作の下で、快適に映像を視聴することができる。
【０２２９】
　上述の実施形態の他の局面に係る立体的に知覚される映像の視聴を補助するための補助
動作を実行する眼鏡装置は、前記映像のフレーム画像の表示周波数に関する第１周波数情
報と前記映像が視聴される環境内で周期的に変動する環境因子に関する第２周波数情報と
に基づき生成された基準信号を受信する受信部と、前記基準信号に基づき、前記フレーム
画像の表示と前記環境因子の周期的な変動とに適合した前記補助動作を実行する光学フィ
ルタ部と、を備えることを特徴とする。
【０２３０】
　上記構成によれば、眼鏡装置は、立体的に知覚される映像の視聴を補助するための補助
動作を実行する。受信部は、映像のフレーム画像の表示周波数に関する第１周波数情報と
映像が視聴される環境内で周期的に変動する環境因子に関する第２周波数情報とに基づき
生成された基準信号を受信する。光学フィルタ部が、基準信号に基づき、フレーム画像の
表示と環境因子の周期的な変動とに適合した補助動作を実行するので、視聴者は、映像が
視聴される環境に適合した眼鏡装置の補助動作の下で、快適に映像を視聴することができ
る。
【０２３１】
　上記構成において、眼鏡装置は、前記受信部が受信した信号を解析する解析部を更に備
え、前記第２周波数情報は、前記映像が視聴される空間を照明する照明光源の明滅周波数
に関する情報を含み、前記受信部は、前記フレーム画像の表示周期及び前記照明光源の明
滅周期よりも長い送信周期で送信された前記基準信号と、前記映像を視聴する視聴者に知
覚される前記照明光源の照度の変動を低減させるように前記光学フィルタ部に前記補助動
作を実行させる制御信号と、を受信し、前記解析部は、前記基準信号と、前記送信周期内
に受信された制御信号と、に基づき、前記補助動作のパターンを解析し、前記光学フィル
タ部は、前記パターンの解析結果に基づき、前記補助動作を実行することが好ましい。
【０２３２】
　上記構成によれば、眼鏡装置は、受信部が受信した信号を解析する解析部を更に備える
。第２周波数情報は、映像が視聴される空間を照明する照明光源の明滅周波数に関する情
報を含む。受信部は、フレーム画像の表示周期及び照明光源の明滅周期よりも長い送信周
期で送信された基準信号と、映像を視聴する視聴者に知覚される照明光源の照度の変動を
低減させるように光学フィルタ部に補助動作を実行させる制御信号と、を受信する。解析
部は、基準信号と、送信周期内に受信された制御信号と、に基づき、補助動作のパターン
を解析する。光学フィルタ部が、パターンの解析結果に基づき、補助動作を実行するので
、視聴者は照明光源の明滅をほとんど知覚することなく、快適に映像を視聴することがで
きる。
【０２３３】
　上記構成において、前記光学フィルタ部は、前記左眼への前記透過光量を増減させる左
フィルタと、前記右眼への前記透過光量を増減させる右フィルタと、を含み、前記制御信
号は、前記左フィルタ及び前記右フィルタの応答速度に関する情報を含むことが好ましい
。
【０２３４】
　上記構成によれば、光学フィルタ部は、左眼への透過光量を増減させる左フィルタと、
右眼への透過光量を増減させる右フィルタと、を含む。制御信号が、左フィルタ及び右フ
ィルタの応答速度に関する情報を含むので、照明光源の明滅周波数に応じて、光学フィル
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て、視聴者は照明光源の明滅をほとんど知覚することなく、快適に映像を視聴することが
できる。
【０２３５】
　上述の実施形態の他の局面に係る映像システムは、立体的に知覚される映像を表示する
表示装置と、前記映像の視聴を補助するための補助動作を実行する眼鏡装置と、を備え、
前記表示装置は、前記映像を表示する表示部と、前記眼鏡装置を制御する制御装置と、を
備え、該制御装置は、前記映像のフレーム画像の表示周波数に関する第１周波数情報を取
得する第１取得部と、前記映像が視聴される環境内で周期的に変動する環境因子に関する
第２周波数情報を取得する第２取得部と、前記第１周波数情報と前記第２周波数情報とに
基づき、前記フレーム画像の表示と前記環境因子の周期的な変動とに前記眼鏡装置の前記
補助動作を適合させるための基準信号を生成する生成部と、を含み、前記眼鏡装置は、前
記基準信号を受信する受信部と、前記基準信号に基づき、前記フレーム画像の表示と前記
環境因子の周期的な変動とに適合した前記補助動作を実行する光学フィルタ部と、を備え
ることを特徴とする。
【０２３６】
　上記構成によれば、表示装置は、立体的に知覚される映像を表示する。眼鏡装置は、映
像の視聴を補助するための補助動作を実行する。表示装置の第１取得部は、映像のフレー
ム画像の表示周波数に関する第１周波数情報を取得する。第２取得部は、映像が視聴され
る環境内で周期的に変動する環境因子に関する第２周波数情報を取得する。生成部は、フ
レーム画像の表示と環境因子の周期的な変動とに眼鏡装置の補助動作を適合させるための
基準信号を生成する。眼鏡装置の受信部は、基準信号を受信する。光学フィルタ部が、基
準信号に基づき、フレーム画像の表示と環境因子の周期的な変動とに適合した補助動作を
実行するので、視聴者は、映像が視聴される環境に適合した眼鏡装置の補助動作の下で、
快適に映像を視聴することができる。
【０２３７】
　上記構成において、前記第２周波数情報は、前記映像が視聴される空間を照明する照明
光源の明滅周波数に関する情報を含み、前記生成部は、前記映像を視聴する視聴者に知覚
される前記照明光源の照度の変動を低減させるように前記眼鏡装置に前記補助動作を実行
させる制御信号を生成し、前記受信部は、前記制御信号を受信し、前記光学フィルタ部は
、前記基準信号と前記制御信号とに基づき、前記視聴者の眼への透過光量を増減させ、前
記表示部は、前記光学フィルタ部を透過する前記映像からの光の量の変動を低減させるよ
うに、前記映像の輝度を調整することが好ましい。
【０２３８】
　上記構成によれば、第２周波数情報は、映像が視聴される空間を照明する照明光源の明
滅周波数に関する情報を含む。生成部は、映像を視聴する視聴者に知覚される照明光源の
照度の変動を低減させるように眼鏡装置に補助動作を実行させる制御信号を生成する。受
信部は、制御信号を受信する。光学フィルタ部は、基準信号と制御信号とに基づき、視聴
者の眼への透過光量を増減させる。表示部が、光学フィルタ部を透過する映像からの光の
量の変動を低減させるように、映像の輝度を調整するので、視聴者は、照明光源の明滅に
適合した眼鏡装置の補助動作下であっても、映像の輝度の変動をほとんど知覚しない。か
くして、快適な映像の視聴環境が提供される。
【産業上の利用可能性】
【０２３９】
　上述の実施形態の原理は、テレビ装置といった表示装置、表示装置に表示された映像の
視聴を補助する眼鏡装置並びにこれらを備える映像システムに好適に適用される。
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